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利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
証
に
つ

い
て

i
l
l
R
・
ロ
ス
ド
ル
ス
キ

l
論

文

を

手

が

か

り

と

し

て

|

|

片

桐

誠

士

は

し

が

き

一
、
ロ
ス
ド
ル
ス
キ

1
論
文
の
要
旨

工
剰
余
価
値
率
一
定
の
前
提
に
対
す
る
方
法
論
的
批
判

耳
ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
流
の
所
謂
「
不
確
定
」
説

f

一
、
ロ
ス
ド
ル
ス
キ

l
論
文
の
吟
味
と
「
法
則
」
の
論
証

む

す

び

- 41ー

t主

し

カ1

き

「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
」
は
、
資
本
の
利
潤
追
求
過
程
そ
れ
自
体
か
ら
必
然
的
に
生
み
出
さ
れ
る
矛
屑
を
ポ
し
、
資
本
制
生
ぃ
佐
川
似

式
の
制
限
性
と
そ
の
一
時
的
、

歴
史
的
な
性
格
を
立
託
す
る
も
の
と
し
て
、
資
本
制
社
会
の
肢
史
的
運
動
法
則
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る

「
資
本
論
」
体
系
に
お
い
て
極
め
て
京
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
「
「
資
本
論
」
に
お
け
る
恐
慌
論
の
根
木
的
規

ハ2
〉

定
は
、
「
利
率
率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則
」
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
も
の
と
の
見
地
か
ら
」
恐
慌
論
研
究
に
お
け
る
械
め
て
京
要
な
論
拠
と

経
済
学
研
究

第
十
一
巻

第
二
号



利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
証
に
つ
い
て

片
桐

も
目
さ
れ
で
い
る
。

マ
ル
ク
ス
は
、

か
か
る
怠
義
を
山
う
こ
の

ス
ミ
ス
流
の
娘
期
的
視
点
に
基
づ
く
需
給
論
的
説
明
と
、
長
期
的
視
点
に
廿
担

(
3
J
V
 

従
っ
て
自
然
現
象
に
そ
の
原
因
を
求
め
た
り
カ

1
ド
の
説
明
に
対
す
る
徹
底
し
た
批
判
を
通
じ

「
法
則
」
を

づ
き
な
が
ら
も
土
地
収
穫
遁
減
の
法
則
、

て
明
ら
か
に
し
、
資
本
の
本
性
そ
の
も
の
の
必
然
性
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
即
ち
、
資
本
の
本
性
た
る
利
潤
を
自
己
目
的
と
す
る
資
本

諸
積
の
累
進
的
進
行
は
、
労
働
生
産
力
の
発
展
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
を
伴
い
、

一
方
に
お
い
て
産
業
予
備
軍
の
形
成
と
累
進

を
他
方
に
お
い
て
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
を
必
然
化
せ
し
め
る
、
と
云
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
見
自
明
の
如
き
マ
ル
ク
ス
体
系
の
「
定
式
」

は
、
少
々
立
入
っ
て
考
祭
す
る
時
そ
の
論
証
に
限
っ
て
見
て
も
全
く
疑
問
の
余
地
な
い
も
の
と
は
言
い
難
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
「
法
則
」
を
め
ぐ
っ
て
従
来
数
多
く
の
論
議
が
為
さ
れ
て
き
た
。
古
く
は
十
九
世
紀
半
ば
以
降
の
ド
イ
ツ
を
中
心
と
す

る
論
議
が
あ
り
、
そ
れ
が
第
二
次
大
戦
以
降
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
の
経
済
学
者
連
の
論
争
に
継
承
さ
れ
、
更
に
最
近
に
至
っ
て
J
-
M
・

ギ
ル
マ
ン
の
研
究
を
き
っ
か
け
に
、
再
び
論
議
を
ま
き
起
し
、

こ
の
「
法
則
」
の
論
託
、
並
び
に
そ
の
統
計
的
実
証
が
問
わ
れ
る
に
至
つ

- 42ー

て
い
る
。
更
に
我
田
に
お
い
て
も
、

か
か
る
国
際
的
論
議
を
背
景
と
し
で
数
多
く
の
貴
重
な
論
議
が
輩
出
し
て
い
る
。、.、.

こ
の
様
な
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
」
を
め
ぐ
る
幾
多
の
論
議
を
か
え
り
見
る
時
、
我
々
は
、
何
よ
り
も
先
ず
「
法
則
」
そ
の
も

、.、.、.、.

そ
の
上
で
始
め
て
こ
の
「
法
則
」
の
資
本
制
生
産
の
運
動
法
則
と
し
て
も
つ
意
義
、
乙
の
「
法
則
」
の
統

の
の
定
立
、
論
証
が
為
さ
れ
、

計
的
実
証
等
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
論
争
史
上
極
め
て
軍
要
な
地
位
を
占
め
る
も
の
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
R
・
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
の

〈

8
)

見
解
を
通
し
て
、

乙
の
「
法
則
」
の
論
誌
に
つ
い
て
考
察
し
、
今
後
の
研
究
に
お
け
る
一
一
磁
石
た
ら
し
め
よ
う
と
思
う
。

ζ

こ
で

R
・
ロ
ス

ド
ル
ス
キ

1
論
文
を
取
上
げ
た
の
は

ζ

の
論
文
が
従
来
の
論
議
に
お
け
る
基
本
的
問
題
点
を
ほ
ぼ
包
摂
し
つ
く
し
て
い
る
と
同
時
に
、

か
な
り
明
快
な
見
解
が
一
不
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
は

J
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
及
、
び

P
・M
-
ス
ゥ
イ
ー
ジ
ー
の



批
判
に
対
決
す
る
形
で
こ
の
「
法
則
」
の
論
証
の
問
題
を
考
察
し
て
い
る
。
勿
論
、

ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
等
の
批
判
は

乙
の
「
法
則
」
に
対

す
る
先
駆
的
批
判
者
、

ボ
ル
ト
キ
ヴ
イ
ツ
ツ
の
見
解
の
、

い
わ
ば
「
再
版
」
な
い
し
「
新
た
な
装
い
」

に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
ボ
ル
ト

キ
ヴ
イ
ツ
ツ
に
始
ま
る
従
来
の
諸
批
判
は

ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ス
ウ
イ

1
グ

1
の
見
解
に
よ
っ
て
最
も
簡
潔
な
総
抗
的
表
現
を
与
え
ら
れ
た

と
云
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
、

乙
の
両
者
の
見
解
を
取
上
げ
る
の
は
、
極
め
て
妥
当
と
云
え
よ
う
。

ζ

の
両
者
の
批
判
点
を
、
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
は

一
点
に
し
ぼ
っ
て
考
察
し
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
マ
ル
ク
ス
が
「
法
則
そ
の
も
の
」

の
定
立
に
際
し
て
剰
余
価
値
率
一
定
を
前
提
し
て
い
る
点
に
対
す
る
批
判
の
問
題
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、

ス
ウ
イ

1
グ

1
流
の
所
謂

「
不
確
定
説
」
の
問
題
で
あ
る
。
従
来
の
諸
批
判
は
、
す
べ
て
ζ

の
二
つ
の
問
題
点
に
集
約
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
意
味
に
お
い

て
も
、

ロ
ス
ド
ル
ス
キ

1
論
文
を
媒
介
と
し
て
こ
の
「
法
則
」
の
論
証
に
つ
い
て
考
察
す
る
忠
義
が
あ
る
。

ぷ
九
つ
つ
、

ζ

の
「
法
則
」
の
論
証
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
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そ
こ
で
以
下
、
先
ず
最
初
に
こ
の
二
つ
の
問
題
点
に
対
す
る
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
の
見
解
を
要
約
し
、
次
い
で
、
各
論
点
毎
に
検
討
を
加

(1) 

マ
ル
ク
ス
は
、
リ
カ
l
ド
の
見
解
に
関
聯
し
て
次
の
如
く
云
っ
て
い
る
。

「
資
本
制
的
生
産
は
絶
対
的
な
生
産
様
式
で
は
な
く
、
一
つ
の
歴
史
的
な
、
物
質
的
生
践
諸
条
件
の
特
定
の
制
限
さ
れ
た
発
股
時
代
に
照
応
す
る
生
産

様
式
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
、
資
本
制
的
生
産
の
制
限
、
そ
の
相
対
性
が
と
乙
で
は
純
経
済
学
的
な
仕
方
で
、
す
な
わ
ち
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
見
地
か
ら
、
資

本
家
的
理
解
の
限
界
内
で
、
資
本
制
生
産
そ
の
も
の
の
見
地
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
夜
間
ユ
沼
田
H
F
O
B
同
宅
E--

∞仏
HHH・
切
開
巴
E
H
u
h
-

ぷ

UW
∞-
M

∞∞)・

利
潤
率
低
下
法
則
は
所
謂
「
崩
壊
論
争
」
と
し
て
、
特
に
ツ
ガ
ン
・
パ
ラ
ノ
ア
ス
キ
ー
、
グ
ロ

1
ス
マ
ン
等
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
問
題
点
に
お
け
る
一

つ
の
中
心
的
論
点
と
さ
れ
た
。
向
、
こ
れ
ら
の
論
争
に
つ
い
て
は

出
OHHHM『}向。
H
o
g
g同
HMW
口
出
回
〉
rF内
ロ
自
己
主
5
ロ凹

E
H
M
L
Nロ
印
回
目

B
E
r
g
n
y
m
m
m∞2
N
仏

g
H内
回
目
出
片
山
出
師
巴
出
口
r
g
ω
万
件
冊
目
・

TWF日
VN円
m-HUNUw
阿
国
℃
・

y

HV間
三
宮
・
∞
君
B
Nア
叶
Z
J
p
o
c
q
o向
。
出
立
窓
口
印
件
。

2
m
U匂
H
M
M
S
F
F
oロハ凶
C
ロ

H
E
P
ロ
「
告
白
・

佐
藤
博
「
ツ
ガ
ン
u
パ
ラ
ノ
フ
ス
キ
ー
を
め

V
る
崩
壊
論
争
の
一
考
察
」
(
北
大
「
経
済
学
研
究
」

9
1

経
済
学
研
究

第
十
一
巻

第
二
号



利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
.
祉
に
つ
い
て

片
桐

等
参
照
。

宇
野
弘
政
「
恐
慌
論
」
昭
二
十
八
年
、
一
九
八
頁
。

同
様
な
見
地
に
立
っ
て
、
主
と
し
て
、
第
十
五
載
を
も
っ
て
「
恐
慌
の
必
然
性
」
を
論
証
し
た
も
の
と
み
な
し
、
こ
こ
に
恐
慌
論
体
系
を
総
括
す
る
軸

を
求
め
る
の
が
最
近
の
恐
慌
論
研
究
の
中
心
的
傾
向
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宇
野
民
の
他
、

作
曲
塚
良
一
ニ
「
再
生
産
諭
と
恐
慌
論
|
恐
慌
論
ノ

l
ト
|
」
(
「
商
学
論
集
」
一
一

O
巻
第
四
号
)
。

高
木
幸
二
郎
「
恐
慌
論
体
系
序
説
」
一
九
五
六
年
。

一
般
塚
知
義
「
恐
慌
論
体
系
の
基
本
問
題
」
(
「
枇
界
経
済
評
論
」
九
、
一
九
五
七
年
三

大
内
力
「
農
業
恐
慌
論
」
一
九
五
四
年
。

HU白己
u
y向・

ω司
mmNUJ
吋
日
戸
叩
吋
}HgHM可
。
向
。
同
日
記
仲
間
}
山
田
件
。
刊
誌
-o日MHHH開
口
♂
円
、
。
口
仏
Dロ
HU品
U・

同
利
潤
率
低
下
法
則
に
関
す
る
従
来
の
諮
理
論
を
類
型
的
に
整
理
す
る
こ
と
、
乙
れ
叉
極
め
て
重
要
な
研
究
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て

ぇ
我
々
は
、
差
当
り
、
新
野
幸
次
郎
氏
の
研
究
を
参
考
と
し
た
。

新
野
幸
次
郎
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
に
つ
い
て
」
(
「
国
民
経
済
雑
誌
」
第
九
六
巻
第
三
号
及
び
「
神
戸
大
学
経
済
学
研
究
年
報

4
」
)

こ
の
期
の
論
争
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
、

村
田
仏
山
田
釘
ロ
∞
〈
Oロ
切
O
H
E
m
豆
F
者
向
同
円
四
口
『
ロ
ロ
ロ
関
口
出
ι
]
U
8
2
5
n
yロロロ
m
-
g
冨
R
E口
r
g
ω
可
丘
四
日
・
(
〉
同
口
広
〈
均
身

ωON
正当
5
8
5
n
r阻
止
ロ
ロ
仏

ωONH印]日
VO}Er・
HUCPHU{)斗)・

向
、
同
口
同
町
g
m
W
C
O
B
-
一向
g
ロ
c
s
r
H
U
m名
R
P
Z
0・
N
(
H
U印
出
)
に
英
訳
収
録
。

悶
松
・
岩
野
共
訳
「
マ
ル
ク
ス
価
値
学
説
批
判
」
日
本
評
論
社
、
昭
和
十
年
。

吋
ロ
向
田
口
切
同
同
国
ロ
od弓田
}quω
宮【出。ロ

N51
吋}話
D比
四
ロ
ロ
円
山

C
g
n
Eロ
ゲ
同
町
仏
白
H
白
血
ロ
仏
ぬ
r
r
H山田開口

5
開
ロ
間
貯
ロ
L
・旬開口
P
H
U
O
H
-

M
C
B
M
N
c
r
u
g
p
〉
ロ
何
回
m
a
g
呂
田
同
弘
田
口
問
noロ
c
g呂田
w
円
。
ロ
仏
Oロ
HU品
N・

】U
E
-
ζ
・
∞
耳
g
N
3
吋
}Mm
吋
r
m
c
q
o出
(
リ
岳
山
E
E
U
2
m
F日記出向
E
U
z
o
d〈
J

円
D
H
r
H
E
N
-

』

O印四日
ν
r
p入
門
・
。
巳
HHM田
口
¥
口
出
町
田
]
]
目
白
河
田
お

C同】
U円
o
r
w
y向
田
口
へ
町
下
回
耳
釦
HM仏
H
Z
ω
H
mロ目見山口出ロ
8
8
1門
司
而
口
径
は
rロ
m
E
E
q
(
U即日払
Z
H
U
g
-
円。ロハ
]C口・

]
戸
也
印
吋
・

本
替
の
紹
介
文
献
と
し
て
は
、

(2) (4) (5) (6) 
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利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
証
に
つ
い
て

片
桐

一、

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
l
論
文
の
要
旨

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
の
見
解
を
紹
介
す
る
に
先
立
ち
、
予
め
彼
が
如
何
な
る
目
的
で
こ
の
論
文
を
か
く
に
至
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
お

こ
v

つ。ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
に
よ
れ
ば
、

J
-
ロ
ビ
ン
ソ
ン
及
び

P
・M
-
ス
ウ
イ

I
グ
ー
に
代
表
さ
れ
る
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
に
対
す
る

(

Z

V

(

2

〉

最
近
の
批
判
は
、

L
・
v-ボ
ル
ト
キ
ヴ
イ
ツ
ツ
流
の
古
く
か
ら
の
批
判
の
新
た
な
装
い
で
あ
り
、
そ
の
上
、
こ
れ
ら
の
比
較
的
マ
ル
ク
ス

(

3

V

 

K
好
意
的
な
批
判
者
達
に
よ
っ
て
す
ら
、
如
何
に
マ
ル
ク
ス
の
法
則
が
誤
解
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
事
に
、
こ
の
論
文
の
目
的

が
あ
る

と
い
う
。

従
っ
て

こ
の
論
文
は
、
専
ら
か
か
る
目
的
に
の
っ
と
り
、
随
所
で
マ
ル
ク
ス
の
引
用
が
為
さ
れ
、

そ
れ
を
通
し
て
批
判
者
の
誤
解
を

- 46 

指
摘
す
る
こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
。

さ
て
、
古
き
批
判
の
新
た
な
装
い
で
あ
る

J
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
及
び

P
・M
-
ス
ウ
イ

1
グ
ー
に
代
表
さ
れ
る
批
判
を
、

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー

lま

大
凡
二
つ
の
問
題
に
大
別
し
、

夫
々
に
つ
い
て
論
評
を
加
え
て
い
る
。

一
つ
は

剰
余
価
値
率
(
，
M
)

一
定
の
前
提
に
対
す
る
方
法

論
的
批
判
(
方
法
論
的
一
貫
性
の
欠
除
)
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
、
ス
ウ
イ

1
グ
1
流
の
所
謂
「
不
確
定
」
説
に
対
す
る
反
批
判
で
あ
る
。

以
下

乙

の

つ
の
問
題
点
を
夫
々
要
約
的
に
述
べ
て
行
ζ

う。

工
、
方
法
論
的
一
貫
性
の
欠
除
(
剰
余
価
値
率
一
定
の
前
提
に
対
す
る
方
法
論
的
批
判
)

こ
の
「
法
則
」
に
対
す
る
批
判
者
は
、
先
駆
的
批
判
者
L
・V
・
ボ
ル
ト
キ
ヴ
イ
ツ
ツ
に
依
拠
し
て
、

展
開
し
て
お
り

「
方
法
論
的
な
一
貫
性
を
欠
除
し
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
即
ち
「
マ
ル
ク
ス
は

、
.
、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
，
、
.
、
.

怠
識
的
に
利
潤
率
を
低
下
さ
せ
る
要
因
と
高
め
る
要
因
と
を
分
離
し

こ
の
法
則
を
剰、マ
余、 ノレ
価、ク
値、ス
率、の
叙

定、述
のが
仮
定イ'iJ
のよ
下り
l乙も

先
ず

前
者
か
ら
は
「
法
則
そ
の
も
の
』
を

後
者
か



ら
は
「
反
対
に
作
用
す
る
諸
要
国
」
を
導
出
し
う
る
紋
に
展
開
し
た
」
従
っ
て
マ
ル
ク
ス
は
、
所
相
「
孤
友
化
方
法
」
を
と
っ
た
、
と
云

v

つ。
一じま

也

l

体

マ
ル
ク
ス
は
ボ
ル
ト
キ
ヴ
イ
ッ
ツ
の
一
一
一
一
ワ
つ
織
に
「
川
加
点
化
方
怯
」
に
陥
り
「
論
理
学
の
基
機
的
法
則
」
を
犯
し
た
の
で

あ
ろ
う
か
?
。

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
は

乙
の
疑
問
に
対
し
て
あ
く
迄
も
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
そ
の
も
の
に
も
と
づ
き
、
彼
が
方
法
論
的
に
何
ら
の
誤
り
も

犯
し
て
い
な
い
事
を
説
明
せ
ん
と
し
て
い
る
。

「
「
資
本
論
』
第
三
巻
第
十
三
訟
の
冒
頭
。
へ

1
ジ
で
は
、

マ
ル
ク
ス
は
確
か
に
剰
余
価
値
率
一
定
(
百
パ
ー
セ
ン
ト
〉
を
前
提
し
て
、

乙

の
「
法
則
』
を
展
開
し
て
い
る
。
従
っ
て
乙
の
限
り
で
は
、
批
判
者
連
の
指
摘
は
明
ら
か
に
正
し
い
械
に
思
わ
れ
る
。
然
し
な
が
ら
、

て7

ル
ク
ス
に
あ
っ
て
は
、
「
資
本
家
的
生
産
は
、
不
変
資
本
に
比
し
て
の
可
変
資
本
の
累
進
的
な
相
対
的
減
少
と
共
に
、
総
資
本
の
有
機
的
構

、，、.、.、，、.、.、.、.

成
の
漸
進
的
高
度
化
を
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
直
接
の
結
果
は
、
剰
余
価
値
率
が
同
等
不
変
な
場
合
に
は
、
又
増
大
す
る
場
合
で
さ

、

、

ハ

5

〉

、

、

、

、

、

え
も
、
絶
え
ず
低
落
す
る
一
般
的
利
潤
率
で
表
現
さ
れ
る
」
と
し
、
文
『
剰
余
価
値
率
が
間
二
じ
あ
る
か
増
大
し
て
も
、
剰
余
価
値
率
を

-17 -

表
現
す
る
利
潤
率
は
低
落
す
る
と
い
う
法
則
は
、
換
言
す
れ
ば
次
の
こ
と
を
立
味
す
る
。
|
|
云
々
。
又
は
、
投
下
総
資
本
中
の
絶
え
ず

減
少
す
る
一
可
除
部
分
が
生
き
た
労
働
に
転
態
さ
れ
、
従
っ
て

i
充
用
労
働
中
支
払
部
分
に
対
す
る
不
払
部
分
の
比
率
は
同
時
に
増
大
す

ハ6
V

る
か
も
し
れ
な
い
が
|
こ
の
総
資
本
は
、
乙
の
大
い
さ
と
の
比
率
に
お
い
て
説
々
少
量
の
剰
余
労
働
を
吸
収
す
る
』
等
、
『
資
本
論
」
に

お
い
て
も
又
、
「
剰
余
価
値
学
説
史
」
に
お
い
て
も
、
同
様
の
指
摘
が
、
随
所
に
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
こ
の
法

則
を
単
に
剰
余
価
値
率
が
同
一
で
あ
る
場
合
に
の
み
限
る
と
い
う
忠
味
で
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
剰
余
価
値
率
の
上
昇
す
ら
、
終
極

ハ
8
)

的
げ
に
は
、
利
潤
率
の
低
落
と
し
て
表
現
さ
れ
る
も
の
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
」

し
か
ら
ば
、
「
マ
ル
ク
ス
の
法
則
が
、
剰
余
価
値
率
一
定
の
前
提
に
基
づ
い
て
い
な
い
に
も
拘
ら
ず
、

州
政
、
一
般
的
利
潤
率
を
高
め
る

経
済
学
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一
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利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
.
誌
に
つ
い
て

片
桐

マ
ル
ク
ス
が
、
「
労
働
の
搾
取
度
の
増
大
」
「
相
対
的
過
剰

人
口
」
等
の
重
要
な
諸
契
機
を
、
法
則
そ
の
も
の
の
叙
述
の
後
で
初
め
て
考
察
し
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
「
反
対
に
作
用
す
る
諸
原
因
」
と

し
て
の
役
割
し
か
認
め
な
か
っ
た
の
は
何
故
な
の
か
?
」

諸
要
因
が
、
『
そ
れ
自
体
独
自
の
一
事
象
』
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
の
か
?

ζ

の
疑
問
に
対
し
て

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
は
、
次
の
様
な
解
答
を
与
え
て
い
る
。

「
マ
ル
ク
ス
が
問
題
と
し
て
い
た
の
は
、
絶
え
ず
増
大
す
る
社
会
的
労
働
の
生
産
性
が
、
平
均
利
潤
率
に
如
何
に
作
用
す
る
か
に
あ
っ

た
。
利
潤
率
の
高
さ
は
、
二
つ
の
要
因
即
ち
剰
余
価
値
率
と
資
本
の
有
機
的
構
成
に
依
存
し
て
お
り
、
更
に
労
働
生
産
性
の
増
大
は
、
多

、.、.、.

く
の
場
合
ζ

の
両
方
の
要
因
に
影
響
を
与
え
る
。
従
っ
て
、
仮
に
マ
ル
ク
ス
が
、
例
え
ば
労
働
生
産
性
の
増
大
が
同
時
に
(
如
何
に
少
量一

た
り
と
い
え
ど
も
)
剰
余
価
値
率
の
増
大
を
も
た
ら
す
に
相
違
な
い
こ
と
を
見
逃
し
、
単
に
有
機
的
構
成
の
高
度
化
の
み
を
考
察
し
た
り

或
い
は
逆
に
、
労
働
生
産
性
の
増
大
か
ら
生
ず
る
剰
余
価
値
率
の
上
昇
の
み
を
見
て
、

そ
れ
に
結
び
つ
く
有
機
的
構
成
の
よ
り
強
力
な
高

- 48ー

度
化
傾
向
を
無
視
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

正
に
、

ボ
ル
ト
キ
ヴ
イ
ツ
ツ
の
非
難
す
る
『
孤
立
化
方
法
」
が
、
存
在
し
た
と
云
え
る
。
然
し
な

が
ら
差
し
当
り
、
他
の
要
因
と
無
関
係
に
.
直
接
的
に
こ
要
因
の
一
方
に
の
み
作
用
す
る
契
機
も
存
在
す
る
。
従
っ
て
「
資
本
論
」
第

一
二
部
第
十
四
章
に
お
い
て
論
ぜ
ら
れ
る
「
反
対
に
作
用
す
る
諸
原
因
」
で
は
、
例
え
ば
、
乙
の
章
の
第
一
節
(
労
働
の
搾
取
度
の
増
大
)

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
.

で
は
、
剰
余
価
値
率
の
増
大
と
同
時
に
『
可
変
資
本
の
増
大
に
対
し
不
変
資
本
の
増
大
或
い
は
比
例
的
増
大
が
起
ら
な
い
」
従
っ
て
有
機

的
構
成
が
差
し
当
り
変
化
し
な
い
搾
取
方
法
の
み
を
考
察
し
て
い
る
。

ζ

れ
に
反
し
「
可
変
資
本
に
対
る
不
変
資
本
の
増
大
、

つ
ま

り
利
潤
率
の
低
落
を
含
む
」
(
即
ち
、
本
質
的
に
は
相
対
的
剰
余
価
値
の
生
産
方
法
)
方
法
は
、

当
然
法
則
そ
れ
自
体
の
定
立
に
よ
り
考

察
さ
れ
る
。
同
様
に
、
第
四
節
『
相
対
的
過
剰
人
口
」
は
、
(
『
自
由
に
さ
れ
う
る
・
又
は
遊
離
さ
れ
た
・
賃
労
働
者
の
低
廉
と
多
数
と
の

又
、
幾
多
の
生
産
部
門
が
そ
の
本
性
上
、
手
労
働
か
ら
機
械
労
働
へ
の
転
化
に
対
し
て
示
し
た
大
き
な
反
抗
の
結
果
と
し

結
果
で
あ
り
、

て
」
)
特
別
に
低
位
の
有
機
的
構
成
を
も
っ
生
産
部
門
の
存
続
を
可
能
な
ら
し
め
る
限
り
に
お
い
て
の
み
考
察
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

相
対



、

、

、

《

H
)

的
過
剰
人
口
が
、
労
賃
と
労
働
の
搾
取
率
に
及
ぼ
す
一
般
的
作
用
に
つ
い
て
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
し
、
扱
お
う
と
も
し
て
い
な
い
。
更
に

円
四
一
}

A

h

H

V

不
変
資
本
の
低
廉
化
に
つ
い
て
も
、
結
局
『
剰
余
価
値
率
が
不
変
な
場
合
、
又
は
剰
余
価
値
率
に
か
か
わ
り
な
く
利
潤
率
を
増
大
さ
せ
る
」

ハ
M
M

織
な
あ
ら
ゆ
る
生
産
方
法
に
つ
い
て
と
同
様
の
制
限
が
妥
当
す
る
。

要
す
る
に
、
第
十
三
章
と
第
十
四
章
と
の
聞
の
こ
の
様
な
方
法
論
的
区
別
を
認
識
し
え
な
い
限
り
、
批
判
者
は
、
最
初
の
先
入
観
か
ら

ハ日一
v

脱
却
し
え
な
い
。
」

以
上
の
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
の
主
張
を
要
約
す
れ
ば
、
先
ず
第
一
に
、

ζ

の
「
法
則
」
を
展
開
し
て
は
い
な
い
。
第
二
に
、
そ
の
上
で
尚
か
っ
「
労
働
の
搾
取
率
の
増
大
」
「
相
対
的
過
剰
人
口
」
等
の
諸
契
機
を

マ
ル
ク
ス
は
批
判
者
が
云
う
様
に
剰
余
価
値
率
一
定
を
前
提
し
て

別
箇
の
独
立
の
事
象
と
し
て
考
察
し
た
の
は
、
方
法
論
上
の
明
確
な
区
別
が
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
第
十
三

「
法
則
そ
の
も

成
の
み
に
作
用
す
る
契
機
、
換
言
す
れ
ば
可
変
資
本
に
対
す
る
不
変
資
本
の
増
大
、

つ
ま
り
利
潤
率
の
低
落
を
含
む
生
産
方
法
の
み
が

- 49 

の
」
に
お
い
て
は
、
労
働
生
産
性
の
増
大
が
、
差
し
当
り
利
潤
率
を
規
定
す
る
一
方
の
要
因
た
る
剰
余
価
値
率
に
無
関
係
に
、
有
機
的
構

考
察
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
逆
に
、
第
十
四
章
「
反
対
に
作
用
す
る
諸
原
因
」
に
お
い
て
は
、
同
じ
労
働
生
産
性
の
増
大
が
、
資
本
の
有
機

的
構
成
を
変
化
せ
し
め
な
い
様
な
生
産
方
法
の
み
が
考
察
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

ボ
ル
ト
キ
ヴ
イ
ツ
ツ
流
の
「
孤
立
化
方
法
」
の
非
難
は
正

に
こ
の
方
法
論
的
区
別
を
認
識
し
え
な
い
謬
見
で
あ
る
、

と
い
う
事
に
な
る
。

か
く
し
て

マ
ル
ク
ス
の
こ
の
「
法
則
」
に
対
す
る
従
前
か
ら
の
批
判
拠
点
即
ち
剰
余
価
値
率
一
定
の
前
提
か
ら
生
ず
る
「
方
法
論
的

一
貫
性
の
欠
除
」
に
対
し
て
は

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
1
独
特
の
方
法
論
的
認
識
の
区
別
に
よ
っ
て
一
応
の
解
決
を
与
え
た
と
云
え
よ
う
。

耳
、
次
に
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
は

P
・M
-
ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
の
所
謂
「
不
確
定
説
」

及
び

n
・
モ
ス
ズ
コ

1
ウ
ス
カ
の
批
判
を
念
頭
に

お
い
て
、
「
仮
に
マ
ル
ク
ス
自
身
が
、
意
識
的
な
「
弧
立
化
方
法
』
に
基
づ
か
ず
、
資
本
の
有
機
的
構
成
と
剰
余
価
値
率
と
の
必
然
的
相
互

関
係
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
尚
か
つ
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
を
否
定
す
る
見
解
に
は
到
達
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
、
そ
の
根
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利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
加
の
論
証
に
つ
い
て

!午
制

拠
を
提
示
し
て
い
る
。

P
・
M
-
ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
は
、
一
所
謂
「
不
確
定
説
」
の
収
拠
と
な
る
利
潤
ネ
を
規
定
す
る
ニ
要
凶
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
如
く
云
う
。
「
若

し
、
資
本
の
有
機
的
構
成
と
剰
余
倒
値
率
と
が
、
両
者
共
に
変
化
す
る
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
・
:
:
・
利
潤
率
の
変
化
す
る
方
向
は
、
不
確

定
の
も
の
と
な
る
。
我
々
が
云
い
う
る
事
は
、
剰
余
価
値
率
の
百
分
比
増
加
率
が
、
総
資
本
に
対
す
る
可
変
資
本
の
割
合
の
百
分
比
減
少

率
よ
り
も
よ
り
小
で
あ
る
な
ら
ば
、
利
潤
率
は
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
だ
け
で
あ
る
。
」
然
る
に
「
資
本
の
有
機
的
構
成
に
お
け
る

変
化
の
方
が
常
に
剰
余
価
値
率
の
変
化
よ
り
も
大
で
あ
っ
て
、
前
者
が
利
潤
率
の
運
動
を
支
配
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
一
般
的
前
提
は
な

い
。
反
対
に
、
我
々
は
二
つ
の
変
数
を
、
ほ
ぼ
同
等
の
重
要
性
を
も
っ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て

門口一
v

の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
は
、
剰
余
価
値
率
の
上
昇
と
相
並
ん
で
進
行
す
る
と
仮
定
す
べ
き
で
あ
る
。
」
又
、

般
的
に
は
、
資
本

n
・
モ
ス
ズ
コ

1
ウ
ス
カ
は

さ
せ
、

労
働
生
産
性
が
増
大
し
な
い
と
い
っ
た
技
術
進
歩
に
蜘
出
し
て
の
み
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
労
働
生
産
性
の
増
大
は
、
物
的

- 50-

主
と
し
て
不
変
資
本
の
低
廉
化
を
通
し
て
利
潤
率
低
落
を
否
定
し
て
次
の
如
く
云
う
。
「
利
潤
率
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
だ
け
を
高
度
化

及
び
人
的
な
生
産
手
段
の
価
値
を
低
下
さ
せ
る
か
ら
、
資
本
の
有
機
的
構
成

(
C
一
u
+
m
ゾ
が
低
下
し
、
そ
し
て
剰
余
価
値
率

(
m
一
υ
)

は
上
昇
す
る
。
技
術
革
新
の
遂
行
に
よ
っ
て
直
按
的
に
、
費
用
の
か
か
る
生
産
手
段
を
も
っ
て
労
働
者
を
装
備
す
る
こ
と
は
、
確
か
に
資

本
の
有
機
的
構
成
を
高
め
る
。
だ
が
労
働
の
生
産
性
増
大
に
よ
る
生
産
手
段
の
低
廉
化
に
よ
っ
て
、
有
機
的
梢
成
は
再
び
下
落
す
る
。
労

、.、.、.、.、.、，、，、，、.、
.. 
‘. 

利
潤
率
を
低
落
せ
し
め
な
い

こ、働
と、者
が、 ;ζ
出、と
来、つ
る、て

IJ5の
消
費
財
の
低
廉
化
lζ 
よ
っ
て

労
賃
も
下
り
、
従
っ
て
剰
余
価
値
率
は
上
昇
す
る
か
ら
、

低
廉
化
と
、
他
方
に
お
け
る
剰
余
価
値
率
の
上
昇
が
、

こ
の
様
な
批
判
の
問
題
点
は
、
「
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
に
反
作
肘
す
る
諸
要
国
即
ち
、
一
方
に
お
け
る
事
後
的
な
不
変
資
本
諸
要
素
の

〔

叩

}

ど
の
脱
皮
貫
徹
す
る
か
と
い
う
事
に
あ
る
。
」
そ
こ
で
、
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
は
、
先

ず
第
一
に
、
不
変
資
本
諸
要
素
の
低
廉
化
作
用
に
つ
い
て
、
第
一

に
、
批
判
者
の
主
要
な
批
判
点
で
あ
る
有
機
的
精
成
と
剰
余
価
値
率
の



増
大
テ
ン
ポ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

1. 

不
変
資
本
諸
要
索
の
低
廉
化
に
つ
い
て

不
変
資
本
諸
要
素
の
低
廉
化
に
つ
い
て
、
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
は
、
「
マ
ル
ク
ス
「
剰
余
川
仙
川
小
説
史
」
中
の
シ
ェ
ル
ピ
ユ
リ
エ
に
関
す
る

、.、，、.、.、，

章
を
引
用
す
る
だ
け
で
十
分
で
あ
る
」
と
し
、
機
械
と
原
料
に
つ
い
て
夫
々
以
下
の
引
用
を
な
す
に
と
ど
ま
る
。

「
機
械
が
、
次
の

一
つ
の
盟
由
か
ら
低
'
版
化
す
る
こ
と
は
何
等
の
疑
い
が
な
い
。
即
ち
一
は
、
機
械
を
柿
成
す
る
原
料
の
生
産
に
機
械
が

使
用
さ
れ
る
乙
と
で
あ
り
、
他
は
、

ζ

の
原
料
を
機
械
に
作
り
変
え
る
に
際
し
て
機
械
が
使
用
さ
れ
る
と
と
で
あ
る
。

、.、.、，、.

二
つ
の
事
柄
が
含
ま
れ
て
い
る
。
第
一
に
は
、

し
か
し
乙
れ
に
は

マ
ニ
ユ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
産
業
の
用
い
た
器
具
と
比
較
す
、.、.

る
な
ら
ば
、
機
械
に
支
出
さ
れ
た
資
本
は
労
働
に
支
出
さ
れ
た
資
本
よ
り
も
価
値
に
お
い
て
附
加
し
て
い
る
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
第
二

、
に
、
か
く
低
廉
化
す
る
の
は
、
個
々
の
機
械
と
ζ

れ
の
梢
成
部
分
と
で
あ
る
が
そ
れ
は
機
械
装
慌
の
組
織
を
発
良
さ
せ
る
。
い
ま
や
道
具

こ
れ
ら
の
両
部
門
に
お
い
て
も

の
代
り
に
現
れ
る
の
は
、

た
だ
に
個
々
の
機
械
の
み
で
は
な
く
て
一
つ
の
体
系
で
あ
り
、

こ
の
体
系
は
、

以
前
に
は
恐
ら
く
主
役
を
演
じ

51ー

て
い
た
で
あ
ろ
う
道
具
を
:
:
:
幾
千
も
幾
千
も
集
入
信
す
る
の
で
あ
る
。
労
働
者
に
対
ー
す
る
名
個
々
の
機
械
は
、
す
で
に
今
や
、
彼
が
以

前
に
は
一
つ
ず
つ
用
い
て
い
た
道
具
の
諸
大
な
一
集
団
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
一
本
の
紡
鈍
で
は
な
く
て
一
八

O
O木
の
そ
れ
で
あ
る
。

し

か
し

乙
の
個
々
の
機
械
は
、

そ
の
他
に
旧
い
道
具
の
含
ん
で
い
な
か
っ
た
諸
要
素
を
合
ん
で
い
る
等
々
。
伺
々
の
要
素
は
低
廉
化
し
て

い
る
と
は
い
え
、
機
械
装
置
の
全
体
の
価
格
は
英
大
に
昂
騰
し

そ
し
て
生
産
性
の
増
大
は

こ
の
総
量
の
不
断
の
拡
大
に
起
因
す
る
。

従
っ
て
、
機
械
に
よ
っ
て
労
働
生
産
性
の
増
進
す
る
に
つ
れ
、
機
械
の
価
値
が
、
充
用
さ
れ
る
労
働
の
最
・
従
っ
て
労
働
の
価
依
・
即
ち

ハ
回
一
v

一
つ
の
同
義
語
反
穏
的
な
命
題
で
あ
る
。
」

可
変
資
本
に
比
例
し
て
相
対
的
に
増
大
す
る
の
は
、

乙
れ
当
然
日
明
の
こ
と
で
あ
り

原
料
に
関
し
て
は
、
「
原
料
の
量
が
労
働
の
生
産
性
に
比
例
し
て
明
加
し
、
従
っ
て
原
料
の
畳
が
労
働
の
量
に
比
例
し
て
増
加
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
乙
と
は
明
白
で
あ
る
。
(
し
か
し
、
量
の
か
か
る
明
大
は
、
向
じ
程
度
に
価
値
を
任
下
す
プ
匂
生
産
性
の
明
大
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
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利
洲
市
中
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
証
に
つ
い
て

片
桐

な
い
か
?
)
も
し
例
え
ば
、
紡
結
業
に
お
け
る
生
産
力
が
一

O
倍
に
さ
れ
、
従
っ
て
一
人
の
労
働
者
が
以
前
の
一

O
人
と
同
じ
程
紡
ぐ
な

、、

ら
ば
、
ト
ど
う
し
て
一
本
の
針
も
又
以
前
の
十
本
と
同
じ
ほ
ど
の
綿
花
を
生
産
し
、
従
っ
て
乙
の
場
合
価
値
の
割
合
は
同
一
の
ま
ま
で
あ
る

と
い
う
事
に
な
ら
ぬ
法
が
あ
ろ
う
か
?
紡
績
工
は
、
同
一
時
間
内
に
一

O
倍
の
綿
花
を
消
費
す
る
が
、

し
か
し
、
針
は
同
一
時
間
に
一

O

倍
の
綿
花
を
生
産
す
る
。

だ
か
ら
一

O
倍
の
量
の
綿
花
は
以
前
の
一

O
分
の
一
の
量
の
そ
れ
よ
り
も
高
価
で
は
な
い
。

か
く
て
原
料
の
量

の
地
大
に
も
拘
ら
ず
、
可
変
資
本
に
対
す
る
原
料
の
価
値
の
割
合
は
同
一
の
ま
ま
で
あ
ろ
う
と
。
:
:
:
乙
れ
に
対
し
て
符
え
る
の
は
頗
る

簡
単
で
あ
る
。
即
ち
原
料
の
一
部
分
で
あ
る
羊
毛
、
生
糸
、
皮
革
等
は
、
動
物
有
機
的
な
る
過
程
を
経
て
生
産
さ
れ
、
綿
花
、
斑
麻
等
々

は
植
物
有
機
的
な
過
程
を
経
て
生
産
さ
れ
る
。
そ
し
て
資
本
家
的
生
産
は
、
こ
れ
迄
、
こ
れ
ら
の
過
程
を
純
機
械
的
又
は
無
機
化
学
的
な

過
程
と
同
じ
織
に
処
理
出
来
な
か
っ
た
し

と
れ
か
ら
も
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
皮
革
等
々
や
そ
の
他
の
動
物
的
梢
成
部
分
の
如
き
原
料

し
て
云
え
ば
、
鉱
山
が
澗
渇
し
た
暁
に
は

乙
の
事
は
一
層
困
難
と
な
る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
生
産
の
進
歩
に
よ
っ
て
非
常
に
低
廉
化

- fi2ー

lま

一
部
分
は
地
代
が
文
明
の
進
歩
に
つ
れ
て
こ
れ
ら
の
生
産
物
の
価
値
を
高
め
る
が
為
に
も
、
す
で
に
騰
貴
す
る
。
石
炭
や
金
属
に
悶

こ
れ
ら
の
資
本
部
分
の
価
値
の
増
大
を
緩
慢
に
す
る
が
、

ハ引一
v

れ
は
あ
る
程
度
迄
、
利
潤
率
の
低
下
へ
の
乙
の
増
大
の
影
響
を
麻
痔
さ
せ
る
。
」

し
た
。
原
料
、
補
助
材
料
等
々
の
低
廉
化
は

し
か
し
停
止
し
は
し
な
い
。
ヲ
戸、

2. 

所
謂
「
不
確
定
説
」

へ
の
批
判

第
二
に
、
批
判
者
の
主
要
な
主
張
即
ち
、

利
潤
率
を
規
定
す
る
資
本
の
有
機
的
梢
成
と
剰
余
価
値
本
は
、
変
数
と
し
て
同
等
の
主
要
性

を
有
し
両
者
が
同
一
テ
ン
ポ
で
増
大
す
る
と
し
た
ら
利
潤
率
の
趨
勢
は
不
確
定
と
な
る
の
で
は
な
い
か
?
と
い
う
批
判
に
対
し
て
ロ
ス
ド

ル
ス
キ
ー
は
、

か
か
る
主
張
は
、
次
の
二
つ
の
事
柄
を
見
落
し
て
い
る
と
し
て
、

乙
の
点
か
ら
反
駁
を
加
え
て
い
る
の

第
一
点
は
、
「
労
働
力
の
価
値
は
、
労
働
又
は
資
本
の
生
産
力
の
増
大
と
同
一
比
率
で
は
低
下
し
な
い
」
と
い
う
事
で
あ
り
、

ζ

の
占
山
の

説
明
と
し
て
、

ト
マ
ス
・
ホ
ヂ
ス
キ
ン
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
を
引
用
し
て
い
る
。



「
ζ

の
生
産
力
の
上
騰
は
、
生
活
資
料
を
直
接
、
間
接
に
生
産
し
な
い
様
な
凡
て
の
部
門
に
於
い
て
も
労
働
の
価
値
に
何
等
か
の
変
更
を

粛
す
と
と
な
し
に
、
不
変
資
本
の
可
変
資
本
に
対
す
る
比
率
を
増
大
せ
し
め
る
。
生
産
力
の
発
展
は
均
等
で
は
な
い
。
工
業
の
方
が
農
業

よ
り
も
よ
り
速
か
に
発
展
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
事
は
、
資
本
家
的
生
産
の
本
質
か
ら
き
た
古
学
で
あ
る
。
そ
れ
は
土
地
の
性
質
か
ら
生
ず

る
の
で
は
な
く
、
土
地
が
実
際
に
そ
の
性
質
に
適
応
し
て
搾
取
せ
ら
れ
る
が
為
に
は
、
他
の
社
会
関
係
が
必
要
と
せ
ら
れ
る
と
い
う
所
に

帰
国
す
る
。
:
:
:
他
の
商
品
に
比
べ
て
見
る
時
、
農
業
生
産
物
は
、

土
地
所
有
の
結
果
、

よ
り
高
価
と
な
る
。
何
故
な
ら
ば
、
農
業
生
時

物
は
そ
の
価
値
で
支
払
わ
れ
、
そ
し
て
そ
の
生
産
価
格
迄
引
下
げ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
市
も
、

部
分
を
形
成
す
る
。
吏
に
、
競
争
の
法
則
の
結
果
、
も
し
十
分
の
一
の
土
地
が
よ
り
高
価
K
耕
作
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
、
他

の
十
分
の
九
は
同
じ
く
人
為
的
に
こ
の
相
対
的
不
毛
性
を
禍
い
さ
れ
る
事
に
な
る
。
」

乙
れ
ら
の
も
の
が
生
活
資
料
の
主
要

以
上
第
一
点
と
し
て
、
農
業
に
お
け
る
生
産
力
の
発
展
が
、

そ
の
自
然
的
・
技
術
的
制
約
と
、
資
本
制
的
土
地
所
有
関
係
に
基
づ
く
制

5:-1-

工
業
の
生
産
力
の
発
展
に
対
し
て
相
対
的
に
お
く
れ
る
事
情
を
根
拠
と
し
て
、
農
産
物
が
そ
の
主
要
部
分
を
占
め
る
生

活
資
料
の
価
値
低
下
の
遅
滞
性
が
論
証
さ
れ
る
。

約
と
に
よ
っ
て
、

第
二
点
は
、
「
こ
の
点
が
よ
り
一
層
重
要
な
点
な
の
で
あ
る
が
、
批
判
者
が
労
働
の
搾
取
率
の
増
大
に
よ
る
利
潤
率
の
上
昇
は
、
抽
象
的

過
程
で
も
、
代
数
的
操
作
で
も
な
く
、
常
に
生
き
た
労
働
者
と
労
働
行
為
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
事
を
見
落
し
た
こ
と
で
あ
る
。
」
「
換
一
一
」
い

す
れ
ば
、
労
働
者
が
行
な
い
う
る
剰
余
労
働
は

一
方
で
は
労
働
日
の
長
さ
に
よ
り
、
他
方
で
は
労
働
力
自
体
の
再
生
産
に
必
要
な
労
働

日
の
部
分
に
よ
っ
て

一
定
の
限
界
を
画
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
労
働
日
が
八
時
間
だ
と
す
る
と
、
如
何
に
生
産
力
が
増
大
し
て
も
八
時

間
か
ら
労
賃
の
生
産
に
相
当
す
る
時
聞
を
差
引
い
た
よ
り
も
多
く
の
剰
余
労
働
を
搾
取
す
る
ζ

と
は
出
来
な
い
。
生
産
技
術
が
、
必
要
労

働
時
間
を
四
時
間
か
ら
そ
の
半
分
に
減
少
し
え
た
と
し
て
も
、
剰
余
労
働
は
尚
か
っ
労
働
日
の
十
六
分
の
十
五
以
上
に
は
な
ら
な
い
。

ーコ

ま
り
、
剰
余
労
働
は
最
初
の
四
時
間
か
ら
7
出
時
間
に
増
大
し
は
し
た
が
そ
れ
で
も
ま
だ
倍
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
お
ま
け
に
、

こ

経
済
学
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利
潤
市
中
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
証
に
つ
い
て

片
桐

の
械
な
過
程
に
照
応
し
て

門
出
V

労
働
の
生
産
性
は
巨
大
に
階
大
す
る
に
相
違
な
い
。

こ
の
労
働
生
産
性
の
増
大
は
、
不
変
資
本
に
対
す
る
可

変
資
本
の
減
少
に
お
い
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、

例
え
ば
一
定
額
の
資
本
が
以
前
に
は
二
十
人
の
労
働
者
を
一
雇
用
し
、
現
在
は

十
人
麗
う
|
即
ち
以
前
に
は
ニ
十
人
の
労
働
者
が
、
自
己
の
為
に
八
十
時
間
を
、

そ
し
て
企
業
家
の
為
に
八
十
時
間
労
働
す
る
|
と
す
れ

ば
今
.
や
残
っ
た
一

O
人
の
労
働
者
は
、
彼
等
の
全
労
働
時
聞
が
八

O
時
聞
に
す
ぎ
な
い
か
ら
以
前
と
同
等
の
剰
余
労
働
を
行
な
う
こ
と
は

門

町

)

ハ

出

》

不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
剰
余
労
働
の
拡
大
の
為
に
は
、
労
働
日
が
延
長
さ
れ
る
か
又
は
労
働
の
強
度
が
強
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ζ

の
点
に
関
述
し
て
『
リ
カ
ー
ド
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
対
立
者
」
ト
マ
ス
・
ホ
ジ
ス
キ
ン
は
、
利
潤
率
の
下
落
を
剰
余
労
働
の
無
制
畑
山
な

ハ
回
一

V

(

却一
v

拡
大
が
不
可
能
で
あ
る
wゃ
か
ら
導
い
た
。
然
し
、
剰
余
労
働
の
増
大
は
、
一
定
の
狭
ま
り
行
く
限
界
内
で
の
み
可
能
な
乙
と
で
あ
り
、
労

働
日
の
『
無
限
の
延
長
」
或
い
は
「
必
要
労
働
の
零
へ
の
減
少
」
に
よ
る
剰
余
労
働
の
明
大
は
、
現
実
に
根
め
て
馬
鹿
げ
て
い
る
。
そ
こ

で
我
々
は
「
資
本
論
』
第
一
巻
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
法
則
即
ち
「
一
川
米
、
常
に
二
十
四
時
間
よ
り
も
小
で
あ
る
平
均
労
働
日
の
絶
対
的

54-← 

限
界
は
、
剰
余
価
値
率
増
大
に
よ
る
可
変
資
本
減
少
の
補
償
|
|
又
は
労
働
力
の
搾
取
不
明
大
に
よ
る
搾
取
労
働
者
減
少
の
補
償
ー
ー
に

円
四
J
)

と
っ
て
の
絶
対
的
恨
度
を
な
し
て
い
る
』
と
い
う
法
則
に
立
帰
る
。
こ
の
点
こ
そ
、
正
に
利
潤
率
低
落
の
「
謎
」
を
解
決
す
る
指
，
捕
に
他

な
ら
な
い
。
」

(3) (2) (1) (4) 

は
し
が
き
註
回
参
照
。

は
し
が
き
詰
凶
参
照
。

「
乙
の
論
文
の
目
的
は
、

7

ル
ク
ス
の
法
則
の
正
当
性
を
証
明
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
ふ
り
し
ろ
、
マ
ル
ク
ス
の
法
則
が
好
意
あ
る
批
判
者
逮
に
よ
っ
て
す

ら
如
何
に
誤
解
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
事
を
示
す
こ
と
に
あ
る
o
」

(m-mcECH佐
子
。
℃
・
門
町

ω
・ω
・
NNω)・

ボ
ル
ト
キ
ヴ
イ
ツ
ツ
は
「
労
働
生
産
力
と
利
潤
率
」
を
論
じ
て
い
る
筒
所
で
次
の
如
く
云
っ
て
い
る
。

、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
，
、
.
、
.
、
.
、
'
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、

「
利
潤
率
低
下
法
則
に
対
し
て
マ
ル
ク
ス
の
与
》
え
え
た
諭
証
の
誤
謬
は
、
主
と
し
て
彼
が
こ
の
論
説
に
お
い
て
労
働
生
保
性
と
剰
余
価
値
率
と
の
閲
の
数

、，、，、.、.

学
的
関
係
を
無
視
し
た
こ
と
に
あ
る
。
彼
は
剰
余
価
値
率
を
独
立
の
一
一
捜
索
と
し
て
考
然
し
て
い
る
の
然
る
に
、
こ
の
よ
う
な
孤
立
化
方
法
が
、
一
般



(7) (6) (5) 

的
に
ど
ん
な
に
不
合
理
な
こ
と
に
導
く
か
は
、
次
の
様
な
峠
側
め
て
簡
単
な
実
例
か
、
h
知
る
こ
と
が
山
川
米
る
の
一
つ
の
整
数
日
を
考
え
、
乙
れ
が
、
他
の

守

二
つ
の
相
異
な
る
懇
数
守
及
び
円
と
:
ー
な
る
飼
係
に
よ
っ
て
結
ぼ
れ
て
い
る
と
し
、
更
に
、
い
ま
第
四
の
数
人
が
変
化
し
、
し
か
も
、
少
円

円

仰
れ
も
hN

の
変
化
に
依
在
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
む
は
い
か
な
る
方
向
に
変
佑
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、

~yun叫
uu

門HU
も
で
あ
と
し
よ
う
。
こ

の
問
題
の
正
当
な
解
法
は
明
ら
か
に
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
巳
を
あ
ら
わ
す
式
か
ら
b

と
円
と
を
消
去
し
て
、
日
目
%
を
見
出
し
、
而
し
て
『
日

は
礼
と
同
じ
方
向
に
変
化
す
る
』
と
結
論
す
る
の
が
明
ら
か
に
正
し
い
解
法
で
あ
る
。
も
し
、
こ
の
場
合
に
マ
ル
ク
ス
流
の
孤
立
化
方
法
を
用
い
る
な
ら

ば
、
:
ゃ
に
よ
っ
て
表
現
す
る
こ
と
が
出
来
、
そ
っ
し
て
ζ

の
公
式
か
ら
守
は
宗
大
と
な
る
に
従
っ
て
小
と
な
り
、
人
が
小
と
な
る
に
つ
れ

て
大
と
な
る
』
と
結
論
さ
れ
る
3

そ
の
上
更
に
『
な
お
、
干
の
変
化
は
、
乙
の
関
係
を
ば
勿
論
撹
乱
し
う
る
が
、
然
し
、
乙
の
こ
と
は
、
別
簡
の
一
事

伯
郡
で
あ
る
』
と
い
う
事
が
つ
け
加
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、

ζ

の
手
続
方
法
と
マ
ル
ク
ス
の
孤
立
化
方
法
と
の
完
全
同
一
性
が
、
益
々
明
ら
か
に
な
る
o
」

乙
乙
で
、

E
H
U
利
潤
率
、
守
日
剰
余
価
値
率
、
円
日
資
本
の
有
機
的
構
成
、
九
HH
労
働
生
様
性
、
を
窓
味
し
て
い
る
事
は
、
当
然
で
あ
る
。
乙
の
引
用
は
、

ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
に
お
い
て
為
さ
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
マ
ル
ク
ス
に
対
す
る
批
判
の
殆
ん
ど
が
、
乙
の
ボ
ル
ト
キ
ヴ
イ
ツ
ツ
の
見
解
に
依
拠
し
て
い

る
と
云
え
よ
う
。

同国同日

y
p
-
H
H
U
-
)
田
明
烈
国
立
丹
田
「
∞
門
日
・

H
H
H
-

∞
ゆ
門
出
口
忌
品
、
吋
l
l
u
h
H
m
r
ω

・
N
U川
町

l
N
A
H
0
・

H
ゲ山門
]
-
w
ω
-
N
A
H
ω

・

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
は
、
「
資
本
論
」
第
一
ニ
巻
か
ら
、
二
間
七

i
二
凹
八
、
二
五
円

i
二
五
五
、
二
百
七
!
二
尺
八
、
二
六
二
、
二
六
九
の
各
頁
を
例
と
し

て
あ
げ
、
同
じ
く
「
剰
余
価
値
学
説
史
」
か
ら
は
、

州内・

7
向田口
r
吋印
H
巾

0
2
0
ロ
出
}
)
O
H

品
。
ロ
ロ
向
。
Y
H
J司
巾

2
w
ω
円
三
仲
間
出
三
，

Hmw()印

H
U
-
c
w

回
門
戸
・
口
w
ω
-
H叶山
Y

ω
∞
印

w

山由
H
W
A
R
N也

を
夫
々
あ
げ
て
い
る
。

閉
山
・
刻
。
印
仏
G
U
r
u
-
w

。
唱
・
口
洋
-
u
ω

・
N
C
由l
N
H
N
-

H
ゲ日仏
-u

∞-
M
H
ω
-

H
P

呂
田
片
岡

-ug
関
呂
町
内
w
f
H
泣・

H
H
H
・
ω

・
N

g

「
労
働
の
強
化
と
い
う
契
機
に
は
、
:
:
・
充
用
労
働
力
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
運
動
さ
ぜ
ら
れ
る
不
変
資
本
と
の
比
率
を
大
し
て
変
動
さ
ぜ
な
い
も
の
、

し
か
も
事
実
上
で
は
む
し
ろ
こ
の
不
変
資
本
を
相
対
的
に
減
少
さ
せ
る
も
の
は
、
就
中
、
労
働
日
の
延
長
で
あ
り
、
近
代
市
開
業
の
こ
の
発
明
物
で
あ

る
。
」
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
に
よ
る
と
、
第
十
四
章
第
一
節
は
、
こ
の
様
な
契
機
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
と
い
う
の

- 55-

(10) (9) (8) 
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利
川
川
市
中
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
証
に
つ
い
て

片
桐

-
何

U

ス
ウ
イ

I
ジ
は
、
第
四
節
「
相
対
的
過
剰
人
口
」
に
お
け
る
絞
述
を
批
判
し
て
「
し
か
し
な
が
ら
、
予
備
軍
の
与
え
る
設
も
軍
要
な
効
果
は
、
現
役
の

労
働
力
と
労
働
市
場
に
お
け
る
競
争
を
過
し
て
賃
銀
率
を
押
し
下
げ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
剰
余
価
値
率
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
の

(
C
唱・円
F
W
日)・由也)

然
し
、
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
に
よ
る
と
、
ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
の
非
難
は
、
全
く
誤
り
で
あ
り
、
か
か
る
相
対
的
過
剰
人
口
が
、
労
賃
と
労
働
の
搾
収
率
に
及

、.、，、.

ぽ
す
、
一
般
的
作
用
に
つ
い
て
は
、

ζ

ζ

で
は
考
察
さ
れ
な
い
と
い
う
。

ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
特
に
大
き
な
疑
問
を
抱
き
、

「
円
資
本
の
有
機
的
構
成
の
変
化
h

と
い
う
表
現
を
使
う
際
に
は
、
不
皮
資
本
諸
要
素
の
低
廉
ル
加
を
考
慮
に
入
れ
た
『
純
』
の
意
味
だ
け
に
限
っ
た
万
が

よ
い
様
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

(
C
℃・口
F
u
也・

HSlHOAH)

然
し
乍
ら
、
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
は
、
「
若
し
我
々
が
、
ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
の
考
え
を
受
け
入
れ
る
と
、
マ
ル
ク
ス
は
後
に
岡
山
似
構
成
を
「
反
対
に
作
用
す
る

要
因
」
と
し
て
提
示
す
る
為
に
、
彼
の
法
則
の
基
泌
を
資
本
の
技
術
構
成
に
お
い
た
一
ゃ
に
な
る
/
」
(
毛
-
n
F
ω
-
N
G
-
間
忌
)
と
い
う
。

同
-
Y
向
田
ロ
・
口
同
日
間
同
匂
民
同
ケ
切
仏

HHH・
ω
-
N
8
・

乙
ζ

で
ロ
ス
ド
ル
ス
キ

l
の
云
わ
ん
と
し
て
い
る
割
引
は
、
必
ず
し
も
明
白
で
な
い
。

同
・
閉
山
凸
凹
仏
orrvJOHM-
口一昨
J
ω
・
NH品
iN]戸田・

同
}
)
円

L
J
ω
-
N
H
∞-

HV・
Y
向・

ω
4日開
Nア
D
H
U
-
n
x
J
U
・
HONiHOA肝・

za白
-
5
玄
O印
NrDd司
印

r
p
N戸円相川口門戸
r
自
主
開
門
ロ
内
同
州
内
江
田
g
P
0
0
2
2
u
H
ν
g
m
-
巴
ω
印・

ω
・
怠
・

向
彼
女
の
前
著

3
8
呂
田
H
E
n
v目

ω
ヨ
R
F
回
巾

H
-
E
5
N
P
ω
・
ロ
∞
)
で
次
の
如
く
云
っ
て
い
る
の

「
利
料
率
の
傾
向
的
低
溶
の
法
則
は
、
歴
史
的
法
則
で
は
な
く
、
動
態
的
な
法
別
で
あ
る
。
こ
の
法
則
は
、
利
判
例
市
中
が
下
落
す
る
歴
史
的
事
実
を
確
認

す
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
二
つ
の
大
い
さ
の
相
五
依
存
関
係
を
定
式
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち

一
、
剰
余
価
値
率
が
一
定
で
あ
れ
ば
利
潤
率
は
下
落
す
る
。

二
、
利
潤
率
が
一
定
で
あ
れ
ば
、
剰
余
価
値
率
は
上
昇
す
る
と
い
う
事
を
。

従
っ
て
、
こ
の
法
則
は
、
機
飽
的
な
関
係
を
表
現
す
る
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
放
そ
れ
は
、
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
並
び
に
剰
余
価
値
率
の
傾
向
的

上
昇
の
法
則
と
名
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
」

一郎一

， (12) 日目間(16)(15) (1品目3)
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に
つ
い
て

d
i
-

-つ

vp
j

j

 

一・

一、

ロ
ス
ド
ル
ス
キ

l
論
文
の
吟
味
と
「
法
則
」

の
品
川
証
に
つ
い
て

以
上

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
の
見
解
を
出
来
う
る
限
り
忠
実
に
料
介
し
た
が
、
次
に
弁
論
点
戸
川
に
岩
「
の
粉
、
討
を
加
え
つ
つ
、

乙
の
「
法

則
」
の
論
証
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。

1. 

先
ず
、
第

に
ボ
ル
ト
キ
ヴ
イ
ッ
ツ
流
の
剰
余
仰
倒
率
一
定
の
仮
定
に
対
す
る
方
法
論
的
批
判
と
そ
れ
に
対
す
る
ロ
ス
ド
ル
ス
キ

ー
の
反
批
判
に
つ
い

τ見
ょ
う
。

こ
の
法
則
を
め
ぐ
る
従
来
の
論
議
に
お
け
る
中
心
論
点
を
な
す
も
の
で
あ
っ

ハ
1
)

た
が
、
必
ず
し
も
明
確
な
解
答
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
「
法
則
の
簡
明
な
定
式
的
叙
述
の
九
の
便
宜
的
手
段
」
で
あ
る
と
か
、

ハ
2

}

(

3

V

或
い
は
「
純
粋
の
数
学
的
操
作
の
問
題
」
で
あ
る
と
い
っ
た
類
の
見
併
が
見
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
か
か
る
従
来
の
見
解
に
比
べ
て
、

剰
余
価
値
率
一
定
の
仮
定
に
対
す
る
方
法
論
的
批
判
は

ロ
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ス
ド
ル
ス
キ

1
の
解
答
は
一
歩
前
進
と
云
え
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
彼
の
見
解
に
よ
っ
て
第
十
四
市
「
反
対
日
仏
作
用
す
る
諸
原
因
」
の
方

法
論
的
な
位
置
づ
け
が
明
確
化
さ
れ
た
様
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
十
三
章
「
法
則
そ
の
も
の
」
に
お
け
る
考
察
対
象
に
関
し
て
、
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
は
、

、.、，、.、.、.、.、，、.

価
値
の
生
産
方
法
」
(
従
っ
て
相
対
的
剰
余
価
値
の
増
進
に
基
づ
く
剰
余
価
値
本
の
上
昇
)
を
そ
の
内
符
に
合
め
ら
れ
な
が
ら
、
他
方
で
は

、.、
..
 

、
.
‘
，
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
.
、
，
、
.

「
差
当
り
他
の
要
因
(
剰
余
価
値
率
の
上
昇
)
に
拘
り
な
く
、
直
接
的
に
有
機
的
構
成
の
高
度
化
の
み
に
作
用
す
る
契
機
」
を
内
容
と
し

ζ

れ
は
首
尾
一
貫
し
た
主
張
と
云
い
難
く
綬
昧
な
表
現
と
公
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
乙
乙
で
は
む
し
ろ
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の

一
方
で
は
「
相
対
的
剰
余

て
い
る
。

高
度
化
を
も
た
ら
す
生
産
方
法
一
般
が
「
法
則
そ
の
も
の
」
と
し
て
考
察
さ
れ
る
、
従
っ
て
相
対
的
剰
余
価
備
の
生
産
に
基
づ
く
剰
余
側

値
ホ
ザ
の
上
昇
の
契
機
も
又
当
然
そ
の
考
察
対
象
と
し
て
包
摂
さ
れ
る
、

と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、

、.、.

ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
流
の
疑
問
が
、
剰
余
価
値
率
一
定
に
対
す
る
批
判
か
ら
吏
に
一
歩
進
ん
だ
疑
問
と
し
て
問
題
と
な
る
。

乙
の
点
に
関
連
し
て

次



そ
こ
で
次
に
、
「
法
則
そ
の
も
の
」
の
論
班
と
し
て
、
相
対
的
剰
余
価
値
の
増
進
に
基
づ
く
剰
余
価
値
率
の
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず

尚
か
つ
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
基
づ
く
こ
の
「
法
則
」
の
定
立
が
論
託
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
換
ニ
一
目
す
れ
ば
、
相
対
的
剰
余
価
値
の
増

2. 
進
に
基
づ
く
剰
余
価
値
率
の
上
昇
テ
ン
ポ
が
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
の
テ
ン
ポ
に
及
ば
な
い
事
が
、
利
潤
率
低
落
の
為
の
必
要

に
し
て
且
つ
充
分
条
件
と
し
て
論
託
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
論
拠
と
し
て
、
第
一
に
、
剰
余
労
働
に
基
づ
く
剰
余
仙
倣
量
の
増
大
は
、
充
用
さ
れ
る
生
き
た
労
働
の
畳
一
に
よ
っ
て
一
定
の
越
え

が
た
い
限
界
を
闘
さ
れ
て
い
る
が
放
に
、

労
働
生
産
力
の
発
展
、
に
伴
う
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
よ
っ
て
剰
余
価
値
率
上
昇
の
限

度
は
狭
ま
り
、
剰
余
価
値
率
の
上
昇
に
よ
る
利
潤
率
低
下
の
阻
止
は
一
般
に
は
可
能
で
は
な
い
と
い
う
点
。
第
二
点
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る

「
資
本
主
義
の
不
均
等
的
発
展
の
法
則
」
に
基
づ
き
、
労
働
力
の
価
値
低
下
が
、
生
産
手
段
の
価
値
低
下
に
お
く
れ
る
事
情
を
説
明
し
、
乙
の

物
に
つ
い
て
、
特
に
、
農
業
に
お
け
る
自
然
的
・
技
術
的
制
約
及
び
土
地
所
有
関
係
に
よ
る
阻
害
に
よ
っ
て
、
生
産
力
の
発
展
が
著
る
し
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点
か
ら
剰
余
価
値
率
の
上
昇
が
、
資
本
の
有
機
的
柚
成
の
高
度
化
に
お
く
れ
る
こ
と
、
吏
に
、
生
活
資
料
の
主
要
部
分
を
形
成
す
る
農
産

く
お
く
れ
る
事
情
が
、
論
託
さ
れ
る
。
既
に
述
べ
た
様
に

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
に
お
い
て
も
マ
ル
ク
ス
か
ら
の
引
用
の
形
で
以
上
の
二
点

円

5
)

よ
り
一
屈
整
理
さ
れ
た
形
で
そ
の
論
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。

が
夫
々
不
充
分
な
が
ら
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
我
悶
の
論
者
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
論
証
の
第
一
点
は

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
の
指
摘
せ
る
如
く
「
よ
り
一
層
重
要
な
論
点
」
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、

ζ

の
法
則
に
対
す
る
従
来
の
諸
批
判
に
お
い
て
は
、
全
く
数
学
的
な
忠
考
に
基
づ
い
て
、
有
機
的
構
成
と
剰
余
価
値
率
を
夫
々
利
潤
率
を
規

定
す
る
同
等
の
数
量
的
要
因
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
が
、
全
体
に
共
通
し
た
基
本
的
観
点
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
資
本
論
」
に
お
い
て
展

関
さ
れ
る
諸
範
時
、
諸
法
則
を
、
唯
単
な
る
数
学
的
思
考
の
み
に
よ
っ
て
担
握
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
が
本
来
意
味
せ
ん
と
し

た
事
か
ら
全
く
か
け
離
れ
た
理
解
に
陥
る
危
険
が
あ
り
、

い
や
し
く
も
批
判
が
内
在
的
批
判
を
志
向
す
る
限
り
、

そ
の
様
な
思
考
方
法
そ

れ
自
体
が
反
省
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
し

こ
の
点
の
反
省
な
く
し
て
は

以
用
の
誤
解
や
訳
読
を
芯
起
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
様
な
意
味

経
済
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研
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利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
証
に
つ
い
て

片
桐

に
お
い
て
第
一
ぃ
白
…
の
指
摘
は
、

こ
の
法
則
の
理
解
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、

正
に
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
の
指

捕
せ
る
如
く
、
単
な
る
「
数
学
的
操
作
の
問
題
で
は
な
く
、
常
に
生
き
た
労
働
者
と
そ
の
労
働
行
為
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
」

る
が
、 し
か
し
な
が
ら
、
剰
余
労
働
の
本
来
的
性
質
に
由
来
す
る
剰
余
価
値
量
増
大
の
限
界
は
、
勿
論
剰
余
価
値
率
と
関
連
す
る
こ
と
で
は
あ

、

、

、

、

、

ハ

7
}

差
当
り
、
剰
余
価
値
畳
一
増
大
の
眼
界
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
直
ち
に
剰
余
価
値
率
増
大
の
質
的
限
界
と
云
い
得
る
で
あ
ろ
う
か
?
第

一
点
の
指
摘
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
、
あ
く
迄
も
利
潤
率
の
上
昇
し
う
る
限
度
の
累
進
的
低
下
で
あ
っ
て
、
利
潤
率
そ
の
も
の

の
低
下
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ζ

の
「
超
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
限
度
に
達
す
る
」
迄
は
、

そ
の
限
度
内
で
の
剰
余
価
値
率
の
上
昇
に
よ

る
利
潤
率
上
昇
を
ア
プ
リ
オ
リ
に
は
否
定
し
え
な
い
。

も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
こ
で
、
利
潤
率
そ
の
も
の
の
低
下
を
積
極
的
に
論
託
す
る
為
に
第
二
点
の
論
拠
が
持
出
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
第
二
点
の
論
拠
そ
の

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
に
よ
る
指
摘
、
吏
に
撃
ナ
富
一
塚
氏
需
の
説
明
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
り
、

そ
れ
自
体
と
し
て
問
題

60ー

は
な
い
が
、

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
に
あ
っ
て
は
、
第
一
点
と
第
三
点
の
論
拠
が
夫
々
単
に
並
列
的
に
指
摘
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
既
述
せ
る

如
き
、
第
一
点
の
論
証
と
し
て
も
つ
意
義
、

及
び
第
二
点
と
の
関
連
に
つ
い
て
明
確
な
整
理
が
為
さ
れ
て
い
な
い
。

乙
の
第
二
点
の
論
拠
に
つ
い
で
「
そ
れ
自
身
と
し
て
ま
ち
が
っ
て
い
る
と
は
恩
わ
な
い
が
、
「
法
則
そ
の
も
の
』
を
論
証
す
る
為

の
桜
拠
と
し
て
は
、
充
分
納
得
が
い
か
な
い
」
或
い
は
、

!Yr 
で

「
「
不
均
等
発
展
の
法
則
」
そ
の
も
の
を
論
拠
と
し
て
相
対
的
剰
余
価
値
率
と
資

本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
率
の
相
互
関
連
を
論
定
す
る
こ
と
は
、
「
再
生
産
表
式
』
の
本
来
の
目
標
か
ら
そ
れ
る
し
、
誤
解
を
ま
ぬ
が
れ

な
い
」
と
い
っ
た
反
対
立
見
が
、
長
近
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
論
者
は
、
第
二
の
論
拠
に
代
っ
て
独
自
の
証
明
を
一
不
さ
れ

こ
の
様
な
見
解
に
つ
い
て
問
題
と
思
わ
れ
る
の
は
、
疑
問
と
さ
れ
る
理
由
そ
の
も
の
が
必
ず
し
も
納
得
的
に
説
明
し

つ
く
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
及
び
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
率
を
殆
ん
ど
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
率
に
等
置
さ
れ
て
い
る
点
で
あ

〈

阻

)

ツ
Q

。
て
い
る
。
差
当
り



し
か
し
な
が
ら

こ
の
法
則
の
本
来
的
意
義
を
明
確
化
す
る
為
に
は
、
富
塚

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
1
両
氏
等
の
見
解
に
お
い
て
も
、
或
い

、，、.

共
に
一
貫
し
て
貫
か
れ
て
い
る
共
通
の
観
点
乙

は
又
第
二
点
の
取
扱
い
の
点
で
意
見
の
異
な
る
本
問
、
種
瀬
両
氏
の
見
解
に
お
い
て
も
、

そ
よ
り
一
層
重
要
で
あ
る
。

そ
の
共
通
の
観
点
と
は
、
剰
余
価
値
率
の
増
大
が
資
本
の
有
機
的
構
成
高
度
化
の
利
潤
率
に
及
ぼ
す
作
用
を

規
定
さ
れ
て
い
る
、

阻
止
し
え
な
く
な
る
「
限
界
」
が
、
基
本
的
に
は
現
実
の
資
本
家
的
再
生
産
過
程
に
お
け
る
資
本
の
有
機
的
平
均
構
成
の
高
さ
に
よ
っ
て

と
い
う
点
で
あ
る
。
従
っ
て
、
利
潤
率
低
下
法
則
の
基
礎
的
論
拠
は
、
労
働
生
産
性
の
矯
大
に
伴
う
有
機
的
構
成
の

高
度
化
に
お
か
れ
て
お
り
、

ζ

の
法
則
は
資
本
制
生
産
の
本
質
か
ら
、
「
資
本
の
発
展
法
則
」
と
し
て
の
資
本
構
成
の
高
度
化
か
ら
直
接
に

導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
つ
い
て

か
く
し
て
、
利
潤
率
低
落
法
則
の
窮
極
的
根
拠
は
、
労
働
生
産
性
の
発
展
に
伴
う
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
帰
着
せ
し
め
ら
れ

3. 

乙
の
点
に
関
し
て
ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
「
不
変
資
本
諸
要
素
の
低
廉
化
」
の
問
題
と
し
て
原
料
及

、.、，、.、.、.、.、.、，、，

び
機
械
に
つ
い
て
夫
々
、
シ
ェ
ル
ピ
ュ
リ
エ
に
対
す
る
マ
ル
ク
ス
の
註
釈
を
引
用
す
る
、
だ
け
で
充
分
事
足
り
る
と
し
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
は
「
一
生
産
力
の
増
犬
は
、
資
本
の
可
変
部
分
に
比
べ
て
の
不
変
部
分
の
増
大
と
同
乙
で
あ
り
「
労
働
生
産
性
が
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る
訳
で
あ
る
が
、

K
出
、
J

f」

R
，刀

l

増
大
し
、
よ
り
多
量
の
生
産
手
段
が
よ
り
少
数
の
労
働
者
に
よ
っ
て
使
い
乙
な
さ
れ
る
場
合
」
即
ち
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
を

「
近
代
産
業
の
正
常
な
場
合
」
と
考
え
て
い
た
事
は
疑
い
得
な
い
。
従
っ
て
、
不
変
資
本
部
分
と
可
変
資
本
部
分
と
が
「
同
等
に
増
大
す

る
」
い
わ
ゆ
る
「
中
立
的
技
術
進
歩
」
の
如
き
は
、
「
労
働
生
産
性
の
増
大
と
発
展
の
な
い
資
本
の
増
大
」
で
あ
っ
て
、

発
展
法
則
乙
と
に
固
定
資
本
の
発
展
と
矛
盾
す
る
」
と
考
え
て
い
た
。

こ
れ
は
「
資
本
の

在
せ
ず
、

一
所
で
、
所
謂
近
代
経
済
学
に
あ
っ
て
は
、
「
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
が
技
術
進
歩
の
通
別
で
あ
る
と
み
る
べ
き
明
白
な
斑
由
は
存

む
し
ろ
平
均
し
て
「
中
立
的
進
歩
」
を
怨
定
す
る
」
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
更
に
、
最
近
、
或
論
者
は
、
「
利
柑
率
低
下
及
び
技
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利
潤
市
中
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
証
に
つ
い
て

片
桐

術
進
歩
に
お
け
る
労
働
節
約
的
偏
向
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
論
議
」
を
取
上
げ
、

マ
ル
ク
ス
経
目
γ
何
学
に
お
け
る
資
本
蓄
積
論
を
一
方
で

高
く
評
価
し
な
が
ら
「
技
術
進
歩
に
関
す
る
そ
の
先
見
の
明
あ
る
洞
察
に
も
拘
わ
ら
ず
、

技
術
進
歩
に
お
け
る

F
2
0
2雪
山
口
ぬ
な
性
格

し、 lこ

る5つ
u し、

て
の
体
系
的
支E
三6.

を
に土ァ

フロ

成
し
え

な
か
っ

た
しー

と
い
う
則
自
に
基
づ
い
て

マ
ル
ク
ス
主
義
体
系
は
崩
域
す
る

と
す
ら
主
張
し
て

そ
の
上

ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
系
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
と
目
さ
れ
て
い
る
J
・M
・
ギ
ル
マ
ン
に
あ
っ
て
も
、
第
一
次
大
戦
後

の
ア
メ
リ
カ
産
業
の
特
色
と
し
て
「
浪
費
の
さ
く
減
即
ち
郊
品
、
製
品
及
び
生
産
行
程
の
規
格
統
一
、
機
械
設
備
及
び
労
働
の
能
率
勝
進

更
に
副
産
物
の
利
用
」
を
あ
げ
、
「
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、

C

の
価
値
を
引
下
げ
、

C

の
単
位
当
り
労
働
利
則
を
増
加
し

C

一U
に
お
け
る
。

て
利
潤
率
は
不
変
、

の
比
重
を
高
め
、
か
く
し
て
資
本
の
有
機
的
構
成
の
上
昇
を
阻
止
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
か
か
る
資
本
の
有
機
的
梢
成
に
対
応
し

又
は
合
理
化
過
程
に
よ
っ
て
生
ず
る
剰
余
術
値
引
出
干
の
上
昇
傾
向
を
伴
っ
て
若
干
上
昇
す
る
傾
向
す
ら
あ
っ
た
」
と
し

か
く
の
如
く
、
近
代
経
済
学
者
の
み
な
ら
ず

マ
ル
ク
ス
経
消
学
者
と
目
さ
れ
て
い
る
人
々
に
よ
っ
て
す
ら

マ
ル
ク
ス
が
「
資
本
の

- 62-

て
い
る
。

発
展
法
則
」
の
必
然
性
と
見
な
し
て
い
た
資
本
の
有
機
的
梢
成
の
高
度
化
そ
れ
自
体
の
正
否
が
問
題
と
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
若
し
、

マ
ル
ク
ス
が
誤
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

論
体
系
の
中
心
的
磁
石
が
一
挙
に
し
て
崩
れ
さ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
「
中
立
的
技
術
進
歩
」
が
正
し
く
、

か
の
産
業
予
怖
い
阜
の
瑚
論
は
勿
論
の
こ
と
、
資
木

し
か
ら
ば
、

こ
の
様
な
「
資
本
の
有
機
的
柿
成
の
一
μ

何
度
化
」
を
奇
定
す
る
見
解
は
、

い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か

。
or-

こ
の
「
法
則
」

の
統
計
的
検
証
を
取
扱
っ
た
最
も
責
主
な
研
究
と
制
さ
れ
て
い
る
ギ
ル
マ
ン
の
見
解
に
つ
い
て
見
ょ
う
。

ギ
ル
マ
ン
は

ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
を
対
象
と
し
て
、

の
趨
勢
を
検
出
し
よ
う
と
し
て
、

ほ
ほ
一
八
八

O
|
|
一
九
五
二
年
間
に
お
け
る
、
有
機
的
柿
成
、
剰
余
価
値
率
、

A
十

回

)

問
積
類
の
方
法
に
よ
っ
て
、
各
比
率
を
計
測
し
、
そ
の
結
果
、
次
の
如
く
結
論
す
る
。
「
一
九
一
九
年
迄

そ
し
て
利
潤
率



の
斉
捜
化
、
剰
余
倒
儲
惑
の
安
定
化
傾
向
、

て
い
る
。
し
か
し
、
九
一
九
年
目
降
、

の
有
機
的
然
成
は
一
定
な
い
し

iと
よ

の
低
落

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
資
本

と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
注
則
に
と
っ
て
の

の

そ
し
て

と

つ

中

州

昨

り
J

、
一
九

抵
下
傾
山
内
す
ら
あ
り
、
剰
余
領
倍
率
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
規
制
附
に

九
年
間
降
の
ア
メ

の
す
何
度
化
は
必
ず
し
も
検

え
な
い

移
行
が
、
小
規
模
の

一度、

び
Lー

に
よ
っ
て

で
は
一
体

て
ギ
ル
マ
ン
は

一は、

の
で
中
め
ヴ
ハ
M
ζ

で
あ
る
。

の

に
他
な

か
か
る
新
た
な

に
作
用
す
る
諸
傾
向
が

花
な
る
と

マ
ル
ク
ス
の
い
っ
た

の

63 -

な
く
て
も
、

}1!l. 

、
ノ
坑
内
こ
£

ジ
生
市
ふ

J
T

と
い
切
っ
。

と
の
「
リ
法
関
」
は
、

に
お
い
て
は
作
用
し
な
く
な
っ
て
お
り
¥

マ
ル
ク
ス
は
抗
つ
で
い
た
の
か

?
ζ
の
皮
潤

る
と
い
》
つ
。

の

の
も

の
諸
引
夕
、
化
は
、
マ
ル
ク
ス
の
法
問
の
作
用
そ
熊
効
な
ら
し
め

し
て
い
る
。
鳴
ら
か
に
、

史
的
度
化
問
向

ヲ
伺
諮
鈎
向
は

と
の
時
期
に
お
け
る

に
fr: 

の

逆
に
、

の
持
一
角
度
北
現
象
を
成
立
せ
し
め
る
蒋
に

つ

綾
的
な
も
の
と
な
ペコ

て
し、

る

ナと公か
」ひく

て

マ
ル
ク
ス
の
科
澗
燃
?
の
傾
掲
げ
的
低
下
治
則
の
基
礎
は
破
壊
さ

る
よ

と
見
る

し
ま
っ
て
お
り
、

で
あ
り
、
第
一

ぞ
れ
と
か
、

κ柱
、
期
そ
の
も
の

「
マ
ル
ク
ス
の
校
期
が
、

。〉

0) 

一紋

て

は
ま
ら
な
く
な
っ

り
は
、
む
し
ろ
我
々
が
法
期
の

そ
し
て
年
ル
マ
ン

の
克
解
品
化
採
用
し
、
「
ζ

の
法
即
が
、

経
済
学
研
究

る
為
に
と
れ
盗
用
い

と
れ
ら
の

公
式
が

る
見
解
で
あ
る
。

一
九
年
以
前

策
十
一
挙

第
二
号



利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
証
に
つ
い
て

片
桐

と
同
様
に
、
現
在
の
新
た
な
諸
事
実
花
適
合
す
る
様
に
規
定
し
直
す
」
と
と
、

つ
ま
り
ζ

の
法
則
の
「
再
定
式
化
」
を
は
か
る
の
で
あ
る
。

次
花
、
近
代
経
済
学
流
の
見
解
を
代
表
す
る
と
考
え
ら
れ
る
プ
ロ

1
-ク
に
つ
い
て
見
ょ
う
。
ブ
ロ

1
ク
は
、
先
ず
第
一
に
、

の
利
潤
率
定
式
、
、

J
γ
を
、
剰
余
価
値
率
と
資
本
の
有
機
的
構
成
の
関
係
に
還
元
し
、
更
に
と
れ
を
分
配
率
と
資
本
1
産
出
高
比

」
t
q

率
〈
資
本
係
数
〉
に
置
き
換
え
る
。
そ
し
て
「
マ
ル
ク
ス
の
法
則
、
即
ち
資
本
の
有
機
的
構
成
が
剰
余
価
値
率
よ
り
も
急
速
に
上
昇
す
る

マ
ル
ク
ス

と
い
う
主
張
は
、

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
経
済
学
流
に
い
え
ば
、
資
本
係
数
が
、
産
出
高
の
資
産
分
前
(
分
配
率
)
よ
り
も
よ
り
急
速
に
上
昇

す
る
と
い
う
主
張
と
同
一
で
あ
り
」
「
と
の
シ
ェ
ー
マ
で
は
、
資
本
係
数
の
上
昇
の
み
が
、
直
接
に
利
潤
市
中
の
下
落
を
導
く
ζ

と
を
表
わ

し
、
」
従
っ
て
、
「
マ
ル
ク
ス
の
利
潤
率
低
下
法
則
は
、
極
め
て
急
激
な
資
本
係
数
の
上
昇
に
基
づ
い
て
い
る
ζ

と
、
そ
し
て
そ
れ
が
順
次

労
働
節
約
的
技
術
変
化
の
方
向
へ
急
速
に
傾
い
て
行
く
ζ

と
を
意
味
す
台
と
い
う
。
そ
し
て
第
二
に
、

W
-
フ
エ
ル
ナ
リ

D
・
ク
レ
ー

マ
1
等
の
実
証
研
究
を
根
拠
と
し
て
、
「
資
本
係
数
は
、
時
価
計
算
に
よ
る
と
一
八
八

O
年
i
一
九

O
九
年
に
お
い
て
上
昇
し
た
が
、
そ
れ

以
後
一
九
四
八
年
迄
述
続
的
に
下
落
し

又
一
九
二
九
年
基
準
測
定
で
は
、

一
九
一
九
年
に
ピ
ー
ク
に
到
達
し
、

そ
れ
以
降
は
、
闘
定
資

- 64-

本
基
準
で
も
、
運
転
資
本
基
準
で
も
共
に
、

下
落
傾
向
が
保
持
さ
れ
て
い
る
」

ζ

と、

そ
し
て
と
の
時
期
の
技
術
焚
化
が
、
労
働
節
約
的

で
は
な
く
、
資
本
節
約
的
傾
向
を
示
し
た
ζ

と
を
指
摘
し
、
「
マ
ル
ク
ス
の
利
潤
率
低
下
法
則
は
、
た
と
え
そ
れ
自
体
の
根
拠
に
基
づ
い
て

容
認
さ
れ
た
と
し
て
も
、

反
対
に
作
用
す
る
諸
力
の
綱
の
中
に
把
え
ら
れ
て
、

マ
ル
ク
ス
の
利
潤
率
低
下
法
則
の
崩
壊
を
結
論
す
る
。

理
論
自
身
の
帰
結
す
る
諸
要
素
か
ら
は
そ
の
結
果
を
引
出

し
え
な
い
」
と
し

以
上

ギ
ル
マ
ン
及
び
ブ
ロ
I
ク
の
見
解
に
例
を
と
り
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
を
存
定
す
る
見
解
の
根
拠
を
見
て
き
た
。

そ

の
結
果
、
第
一
に
、

ギ
ル
マ
ン
は
資
本
の
有
機
的
構
成
を
、
ブ
ロ

1
ク
は
近
代
経
済
学
に
と
っ
て
一
般
的
な
技
術
係
数
で
あ
る
資
本
係
数

そ
の
下
落
傾
向
、
少
な
く
と
も
「
高
度
化
」
の
否
定
を

を
と
、
夫
々
把
え
る
存
在
が
相
違
す
る
に
せ
よ
、
両
者
共
に
一
九
一
九
年
以
降
、

事
実
と
し
て
承
認
し
て
い
る
と
と
。
第
二
に
、

こ
の
事
実
の
承
認
の
上
で
、

乙
の
法
則
の
作
用
を
ど
う
即
解
す
る
か
の
点
で
は

ギ
ル
マ



ン
の
提
出
し
た
二
つ
の
見
解
に
則
し
て
云
え
ば
、
ギ
ル
マ
ン
は
第
二
の
見
解
即
ち
独
占
の
発
生
以
降
成
立
し
た
新
た
な
諸
条
件
に
対
応
し

た
ζ

の
法
則
の
「
再
定
式
化
」
を
主
張
し
、
プ
ロ

1
ク
は
第
一
の
見
解
即
ち
マ
ル
ク
ス
の
利
潤
不
低
下
法
則
の
崩
壊
を
主
張
す
る
。

と
の
様
な
見
解
に
対
し
て
我
々
は
、
先
ず
第

に
、
資
本
係
数
と
資
本
の
有
機
的
構
成
を
ほ
ぼ
近
似
的
な
、
同
一
傾
向
を
示
す
要
因
と

乙
れ
は
同
時
に
近
代
経
済
学
に
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
両
者
の
概
念
内
容
の
相
違
を
無
視
す
る

ハ
出
)

乙
の
点
に
つ
い
て
、
資
本
係
数
の
批
判
的
吟
味
を
加
え
ら
れ
た
林
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
様

見
な
す
ブ
ロ

1
ク
の
見
解
、

誤
り
を
犯
す
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

に
、
第
一
に
生
産
期
間
の
相
違
、
第
二
に
両
者
の
分
母
の
内
容
規
定
の
差
異
に
よ
る
利
潤
増
減
の
影
響
が
与
え
る
相
違
、
第
三
に
両
者
の

分
子
即
ち
資
本
概
念
の
相
違
等
が
明
白
で
あ
り
、
特
に
第
一
一
一
の
相
違
点
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
一
に
、

一
九
一
九
年
以
降
の
ア
メ

リ
カ
資
本
主
義
に
お
け
る
「
資
本
有
機
的
構
成
」
及
び
「
資
本
係
数
」
の
一
定
又
は
下
落
傾
向
の
統
計
的
事
実
そ
の
も
の
の
統
計
的
再

ζ

の
法
則
の
意
義

- 65-

検
討
が
必
要
で
あ
る
。

ム
」
の
中
で
、

な
か
ん
ず
く
一
九
五
五
i
五
六
年
及
び
五
九
年
l
六
一
年
の
所
謂
「
技
術
革
新
」
「
投
資
ブ
ー

と
れ
ら
の
比
率
は
共
に
か
な
り
の
上
昇
館
向
を
見
せ
て
い
る
様
で
あ
る
。

ζ

の
事
実
を
考
慮
に
入
れ
、

第
三
に

最
近

を
明
確
に
認
識
し
、

そ
の
上
で
そ
の
発
現
を
景
気
循
環
と
の
関
連
で
跡
づ
け
る
な
ら
ば
、
ブ
ロ

1
ク
の
如
く
も
は
や
永
久
的
に
ζ

の
法
則

は
崩
壊
し
た
、
と
見
る
見
解
は
成
立
し
が
た
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、

マ
ル
ク
ス
が
想
定
し
た
様
に
、

こ
の
法
郎
に
反
対
に
作

用
す
る
諸
力
は
、
単
に
一
時
的
阻
止
要
因
と
見
な
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
の
然
し
こ
れ
ら
の
点
に
関
し
て
は
、
批
判
的
実
証
分
析
を

通
し
て
、
別
稿
に
お
い
て
詳
論
す
る
予
定
で
あ
る
。

(1) 

城
盛
和
夫
「
マ
ル
ク
ス
『
利
潤
率
低
下
傾
向
の
法
則
』
の
論
理
構
造
の
謎
」

|
|
ζ

の
「
法
則
」
の
意
義
と
限
界

l
i

(
「
論
争
」
季
刊
2

一
九
五
九
年
九
月
前
頁
)

遊
部
久
勝
「
円
利
潤
率
の
傾
向
的
低
落
の
法
則
』
へ
の
一
接
近
」

(2) 

経
済
学
研
究

第
十
一
巻

第
二
号



利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
証
に
つ
い
て

片
桐

(3) 

(
「
金
融
経
済
」
口
一
九
五
二
年
十
二
月

7
頁
)

遊
部
民
は
、

J
M

一
定
に
対
す
る
批
判
と
し
て
ボ
ル
ト
ヴ
イ
ツ
ツ
を
引
用
(
問
論
文
一
七
一
良
註
二
八
、
そ
の
引
用
に
つ
い
て
本
稿
一
、
訟
四
参
照
)
し
て

「
全
く
の
無
紐
解
に
立
脚
す
る
数
学
的
推
論
は
ノ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
」
と
一
五
わ
れ
る
。
然
し
乍
ら
、
自
ら
、
「
純
粋
の
数
学
的
操
作
の
問
題
」
と
さ
れ
て

お
り
な
が
ら
、
ボ
ル
ト
キ
、
ヴ
イ
ツ
ツ
の
数
学
的
推
論
を
ノ
ン
セ
ン
ス
と
き
め
つ
け
ら
れ
る
の
は
お
か
し
い
。
少
な
く
と
も
、
如
何
な
る
意
味
で
ノ
ン
セ

ン
ス
と
さ
れ
る
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

藤
塚
民
は
、

ζ

の
点
に
つ
い
て
、
民
独
特
の
解
釈
を
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
ご
見
背
理
の
如
く
見
え
る
こ
の
剰
余
価
悩
率
一
定
と
い
う
仮
定
は
、
そ

、.. 
、.、.

の
内
容
と
し
て
ζ

の
新
た
な
社
会
的
価
値
へ
の
均
等
化
の
過
程
を
含
む
も
の
」
と
さ
れ
、
こ
の
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
剰
余
価
値
率
一
定
は
、
現
笑
的
意

義
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
乙
の
織
な
解
釈
は
、
実
は
、
民
が
、
恐
慌
に
お
け
る
利
潤
率
下
落
を
価
値
変
革
の
問
題
と
し
て
抱
え
ら
れ
る
基
本
的
理

、曹、.

解
に
速
な
る
も
の
で
あ
り
、
会
く
独
特
の
解
釈
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

ζ

の
織
な
解
釈
に
対
す
る
検
討
を
、
別
簡
の
機
会
に
持
ち
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

(4) 

「
資
本
主
義
の
不
均
等
的
発
反
の
法
則
」
と
い
う
名
称
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
遊
都
民
で
あ
る
。
(
遊
部
久
磁
、
前
抱
論
又
、
一
一
本
頁
)
他
の
論
者
ハ
例

え
ば
富
塚
民
)
は
、
必
ず
し
も
、
こ
の
名
称
を
与
え
て
説
明
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

特
に
富
塚
良
一
ニ
、
前
掲
論
文
が
明
確
で
あ
る
。

ボ
ル
ト
キ
ヴ
イ
ツ
ツ
(
本
稿
一
、
註
間
参
附
山
)
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
ス
ウ
イ
ー
ジ
ー
(
前
掲
夜
、
一

O
ニ
i
一
O
問
民
、
本
稿
一
、
立
参
附
り
に
於
い
て
然

り
で
あ
る
。
筒
、
乙
の
点
に
関
し
て
は
、
宮
崎
弘
、
前
掲
論
文
一

O
五
|
一

O
六
頁
諒
附
及
び
闘
を
参
版
。

同
様
な
疑
問
は
佐
藤
金
三
郎
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(
佐
藤
金
三
郎
「
『
経
済
学
批
判
準
備
ノ

l
ト
』
お
け
る
マ
ル
ク
ス
の
利
潤
率
低
下
論
に
つ
い
て
」
(
「
経
済
研
究
」
第
九
券
第
三
号
二
五
三
一
良
)

0

本
問
要
一
郎
民
は
、
こ
の
佐
藤
民
の
疑
問
を
「
誤
解
」
と
さ
れ
て
い
る
が
.
い
か
な
る
意
味
に
お
け
る
「
誤
解
」
な
の
か
凶
臼
で
な
い
。
(
本
問
要
一
郎

「
労
働
生
産
性
の
上
昇
と
利
潤
率
低
下
傾
向
の
法
則
」
(
(
「
経
済
研
宛
」
第
一
一
巻
錫
一
号
六
二
資
法
削
)

0

遊
部
久
成
、
前
掲
論
文
一
一
一
、
、
富
塚
良
一
ニ
、
前
掲
論
文
、
ニ
。

本
問
要
一
郎
、
前
掲
論
文
、
六
五
頁
、
設
問
。

種
淑
茂
「
『
一
般
的
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
の
法
則
』
を
め
川
、
っ
て
」
(
「
一
一
稿
論
議
」
第
凶
問
巻
、
第
四
号
、
九

O
l九
一
一
氏
)
。

種
瀬
茂
民
は
、
疑
問
と
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
次
の
如
く
云
う
。
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「
明
不
均
等
的
発
肢
の
法
郎
加
の
目
指
し
て
い
る
も
の
は
、
ニ
務
内
内
及
び
…
闘
部
門
慨
に
お
け
る
資
本
の
船
山
総
及
び
資
料
補
綴
の
問
問
題
」
郎
ち
「
一
得
後
際

渓
式
い
の
傾
向
題
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
を
「
絶
対
的
剰
余
箔
倍
率
と
資
本
m
w
有
機
的
総
成
m
U
悦
階
段
ル
判
中
部
め
相
互
認
漆
必
議
定
す
る
為
的
り
論
拠
と
す
る
の

は
、
内
蔵
品
以
後
後
式
』
め
が
※
の
ロ
口
約
か
ら
そ
れ
る
し
、
明
誤
解
」
一
を
ま
ぬ
が
れ
な
い

J

こ
こ
で
公
う
「
誤
解
」
の
異
体
的
内
容
は
一
体
絡
な
の
叩
で
あ

ろ
う
c

一
メ
い
か
な
る
彩
で
「
…
丹
後
注
表
式
い
の
本
系
的
問
問
緩
か
ら
ザ
ぐ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。

ふ
み
尚
氏
m
w
疑
問
法
、
諮
問
瀬
氏
丈
比
べ
れ
ば
よ
ち
粉
砕
附
で
る
る
。
郎
ち
、
民
法
、
「
一
内
務
内
隠
の
不
均
等
発
研
訟
の
淡
刻
ば
、
一
寸
法
倒
的
の
民
的
総
矛
窓
の
防
隊
』

に
お
い
て
、
的
以
上
げ
ら
れ
る
べ
き
路
践
で
あ
り
、
内
法
制
問
そ
の
も
の
い
の
考
絞
め
市
町
に
持
ち
こ
む
ζ

と
は
無
用
の
混
乱
を
招
く
わ
ゆ
そ
れ
が
や
め
る
」
と
云

う
。
と
す
る
と
、
こ
の
様
な
主
張
の
絞
終
に
は
、
方
法
論
え
の
区
阿
部
か
が
復
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
潰
し
い
わ
ゆ
る
「
錦
繍
泌
佼
」
の
税
制
遜
と

い
っ
た
も
の
を
線
機
と
さ
れ
て
い
る
と
し
た
ち
、
そ
の
「
抽
象
佼
い
の
相
途
そ
の
も
の
を
方
法
論
的
側
拠
点
か
込
間
約
機
に
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

ζ
m
w

榊
械
な
慈
派
で
の
関
磯
ル
仰
が
欠
け
て
い
る
織
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
時
仰
な
4

両
氏
川
町
疑
隠
そ
の
も
の
の
不
問
問
縫
性
安
一
郎
加
に
し
て
も
、
向
、
か
つ
以
下
の
ぷ
必
え
兆
一
い
か
大
切
れ
て
い
る
の
は
問
問
織
で
あ
ろ
う
。

郎
ち
、
泌
氏
(
特
に
が
附
州
民
)
の
疑
問
は
、
滋
総
民
に
対
し
て
の
み
溺
附
加
し
う
る
惨
で
あ
っ
て
ゆ
削
塚
氏
に
対
し
て
は
、
不
充
分
で
あ
る
。
出
級
制
械
民
げ
い
ら

っ
て
は
、
一
防
総
吋
不
均
等
的
発
援
の
法
制
刈
L

に
務
づ
く
税
制
切
の
仙
閣
に
、
口
ス
ド
ル
ス
キ

i
の
指
摘
し
μ
ほ
ほ
純
一
の
筏
ぶ
と
考
え
ら
れ
る
淡
中
米
中
一
蕊
カ
の

遅
滞
伎
に
怒
づ
く
設
問
問
が
谷
山
総
し
て
い
る
か
お
で
あ
る
。
尤
も
務
綴
伐
は
、
こ
の
い
以
を
認
識
さ
れ
て
「
こ
の
滋
叫
並
木
に
附
仰
す
る
指
示
減
、
『
不
均
等
的
発

渓
の
法
倒
的
』
主
官
級
制
燃
と
す
る
問
問
題
と
し
て
考
察
し
う
る
」
と
し
て
そ
の
期
間
似
合
土
応
援
ぶ
さ
れ
て
い
る
。
然
し
、
こ
の
期
制
臨
も
叉
終
倒
刊
し
緩
い
。
同
開
絞

な
ら
、
削
減
総
務
開
い
が
、
ヱ
業
部
門
と
の
密
談
わ
ゆ
問
問
慈
の
下
で
資
本
州
制
約
彩
色
渓
m
w

一
川
仙
波
誠
附
分
た
る
一
等
、
謝
料
父
、
工
業
に
比
し
て
の
淡
品
誕
生
政
カ
m
w
綴
対

的
怒
締
役
m
w
存
在
は
否
定
し
が
た
き
務
災
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
議
し
、
間
関
災
が
ヱ
ゑ
と
山
内
同
祭
と
の
こ
の
生
白
脱
力
の
葱
が
、
幾
業
自
体
の
技
化
問
進
歩
に

よ
っ
て
緩
和
さ
れ
る
点
J

空
間
同
憾
と
さ
れ
る
の
絞
ら
ば
、
滋
州
町
村
伊
良
ろ
う
。
が
然
し
、
こ
の
謬
も
父
、
あ
く
迄
も
「
緩
和
仰
い
で
あ
っ
て
、
こ
の
い
ぶ
の
ん
主
演

夜
抑
止
で
は
な
い
。

怒
掘
削
民
m
w
総
統
を
繍
開
制
併
に
定
式
ル
判
ず
れ
ば
次
的
り
援
に
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こ
と
が
山
山
川
米
る
。

岡
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切
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利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
証
に
つ
い
て

片
桐

本
間
民
の
論
証
も
、
基
本
的
に
は
、

ζ

れ
と
同
一
の
構
造
を
も
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
例
示
に
よ
っ
て
説
明
を
加
え
ら
れ
て
い
る
点
で
極
め
て
納
得
的

で
あ
る
。
(
乙
の
例
示
中
、
山
の
利
潤
率
を
巴
渓
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
お

ω
渓
の
誤
り
で
あ
る
。
し
か
し
と
の
点
は
論
説
に
全
く
支
障
な
い
)
。

ζ

の

論
説
の
各
環
を
媒
介
す
る
所
が
問
題
と
な
る
の
だ
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
率
を
ほ
ぼ
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
率
に
等
設

さ
れ
丈
い
る
点
が
問
題
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
両
民
共
、
こ
の
点
に
は
充
分
の
配
慮
を
配
り
、
特
に
、
本
間
民
は
別
筒
に
こ
の
問
題
を
検
討
さ
れ
、
給

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

局
「
利
潤
率
低
下
傾
向
の
司
法
則
そ
の
も
の
』
を
論
ず
る
段
階
に
お
い
て
は
生
産
物
価
値
中
の

c
部
分
の
増
大
よ
り
も
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
の
方
が

よ
り
急
速
に
進
展
す
る
、
と
前
提
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
論
理
的
必
然
性
を
認
め
が
た
い
」
と
さ
れ
、
叉
麗
掘
削
民
も
「
不
変
資
本
部
分
の
増
大

よ
り
も
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
の
方
が
よ
り
急
速
で
あ
る
、
と
す
る
の
は
、
長
期
的
な
技
術
的
進
歩
の
傾
向
か
ら
み
て
認
め
が
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
」

と
さ
れ
て
い
る
。
後
に
論
ず
る
様
に
、
マ
ル
ク
ス
は
、
正
に
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
皮
ル
刊
を
「
資
本
の
発
展
法
則
」
の
必
然
的
帰
結
と
見
な
し
て

い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
論
理
的
必
然
性
と
し
て
は
、
本
閥
民
の
主
張
の
巡
り
で
あ
ろ
う
。
に
も
拘
ら
ず
問
題
は
、
統
計
的
事
笑
に
基
づ
い
て
乙
の
「
論

理
的
必
然
性
」
を
否
定
す
る
、
所
謁
「
中
立
的
技
術
進
歩
」
の
主
張
と
い
か
に
対
決
す
る
か
に
あ
る
。

富
塚
良
一
二
、
前
燭
論
文
、
一
二
三
112
一
二
六
頁
に
お
け
る
論
証
の
基
軸
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
ル
刊
に
あ
る
。

叉
本
間
婆
一
郎
、
前
掲
論
文
に
お
け
る
論
証
、
特
に
、
六
四
頁
参
照
。

穏
掘
削
茂
、
前
掲
論
文
、
九
二
一
良
「
以
上
の
論
誌
に
お
い
て
、
基
礎
的
な
論
拠
は
、
労
働
生
産
力
の
増
大
に
と
も
な
う
有
機
的
構
成
の
高
度
化
に
お
か
れ

て
い
る
、
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
」

ロ
ス
ド
ル
ス
キ
ー
は
、
マ
ル
ク
ス
の
例
示
を
も
と
に
し
て
、
剰
余
価
値
率
の
上
昇
を
と
り
入
れ
た
表
式
を
提
示
し
て
い
る
。
乙
の
例
示
は
、
富
塚
氏
の

例
示
と
ほ
ぼ
同
様
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
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利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
証
に
つ
い
て

片
岡
例

(31) 

馬
場
啓
之
助
の
見
解
は
社
会
思
題
研
究
会
編
「
『
経
済
学
教
科
書
』
の
問
題
点
」
上
附
和
三
十
一
年
。

林
間
児
「
資
本
係
奴
の
傾
向
と
生
産
構
造
の
変
佑
」
(
北
海
道
大
学
「
経
済
学
研
究
」
日
)
。

む

び

我
々
は
、
ロ
ス
ド
ル
ス
キ

1
論
文
を
手
が
か
り
と
し
て
利
潤
率
の
傾
向
的
低
下
法
則
の
論
証
に
関
し
て
考
察
を
加
え
た
。

ζ

の
法
則
は

労
働
生
産
性
の
増
大
に
伴
う
相
対
的
剰
余
価
値
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
戎
程
度
迄
緩
和
さ
れ
つ
つ
も
、
窮
極
的
に
は
、
「
資
本
の
発
展
法
則
」

の
必
然
性
た
る
資
本
の
有
機
的
構
成
の
一
角
度
化
か
ら
の
直
接
的
帰
結
と
し
て
論
証
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

然
し
そ
の
際
我
々
に
残
さ
れ
た
幾
つ
か
の
間
題
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
ず
第
一
に
、

こ
の
法
則
の
論
証
に
際
し
て
我
々
は

労
働
生
産
性
の
発
展
に
伴
う
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
度
化
を
、

い
わ
ば
自
明
の
論
宛
と
し
て
前
挺
し
て
い
る
。
然
し
、

乙
の
点
は
、
既

70 -

述
せ
る
如
き
諸
批
判
を
念
頭
に
お
い
て
、
詩
批
判
が
よ
っ
て
立
つ
事
実
的
恨
拠
に
迄
逆
っ
て
、

正
に
「
資
本
の
発
展
法
則
」
そ
の
も
の
の

必
然
性
と
し
て
証
明
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
第

に
、
我
々
は
こ
の
法
則
の
論
証
に
際
し
て
前
貸
資
本
の
回
転
期
間
の
問
題
を
全
く
捨
象

ハ
ー
)

し
た
の
で
あ
る
が
年
利
潤
率
を
惣
定
す
る
時
に
は
、
こ
の
要
因
の
相
殺
作
用
と
し
て
果
す
役
割
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
三ハ2
)

主
と
し
て
い
わ
ゆ
る
「
実
現
」
の
問
題
は
方
法
的
に
全
く
捨
象
さ
れ
る
と
い
う
見
地
か
ら

lζ 

乙
の
法
則
そ
の
も
の
の
論
証
に
際
し
て
、

乙
の
「
実
現
z
一
の
問
題
が
正
当
に
論
究
せ
ら
れ
る
第
十
五
章
「
法
則
の
内
的
諸
矛
盾
の
開
鹿
」
を
差
当
り
考
察
対
象
の
鮪
間
外
と
し
た
。

つ
ま
り
、
前
者
に
お
い
て
取
扱
わ
れ
る
利
潤
率
は
、
い
わ
ば
資
本
制
生
産
の
長
期
的
、
体
制
的
な
利
潤
率
と
で
も
名
づ
け
う
る
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
、
後
者
の
そ
れ
は
、
景
気
循
環
過
程
と
密
曲
一
倍
し
た
い
わ
ば
、
短
期
的
・
循
環
的
利
潤
率
と
で
も
云
う
べ
き
も
の
と
し
て
区
別

円

3
〉

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
無
論
、
両
者
は
密
接
な
関
連
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
利
潤
率
の
現
実
的
運
動
様
式
は
、
具
体
的
景
気
循
環
の
局

面
に
迄
下
向
し
て
更
に
よ
り
一
層
そ
の
具
体
的
本
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
も
の
と
云
え
よ
う
。
従
っ
て
、

乙
の
法
則
が
い
か
な
る
か
た
ち



で
恐
慌
の
必
然
性
を
規
定
す
る
か
の
問
題
も
又
我
々
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。
第
凶
に
、

こ
の
法
則
は
、
「
平
均
利
潤
の
法
則
」
を
前
提

い
か
な
る
形
で
貫
徹
す
る
か
つ
ま
り
、
独

ハ
4
U

占
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
こ
の
法
則
の
作
用
に
つ
い
て
も
又
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

し
て
定
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
独
占
資
本
の
成
立
に
伴
っ
て
、

い
か
な
る
変
谷
を
う
け
、

(4) (3) (2) 

前
貸
資
本
の
回
転
刈
山
間
の
利
閥
単
似
下
、
伝
剛
山
へ
の
作
Mm
阪
反
に
つ
い
て
は
、
官
以
公
一
ニ
、
前
絹
論
一
丸
、
一
三
五

l
一
三
九
百
H

に
於
い
て
削
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
の
範
凶
内
で
は
、
一
生
態
別
闘
を
前
山
出
し
て
同
紙
刷
凶
を
絵
探
し
た
り
最
紅
H
・
ド
ウ
ニ

l
は
、
平
均
利
制

ω変
佑
f

伝
説
廷
す
る
極
め

て
重
姿
な
要
凶
と
し
て
資
本
の
回
転
、
法
反
を
あ
げ
、
一
九

O
υ
年
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
資
不
の
収
益
位
に
つ
い
て
考
録
し
て
い
る
ο

回
転
劇
闘

の
相
殺
作
用
の
問
題
と
関
連
し
極
め
て
興
味
あ
る
論
文
と
云
え
よ
う
。

出
向
口
片
山
口

E
Y
円
切
さ
-
丘
町
甲
戸
【

F
F
H
N
S
S
σ
日付

bzo同日
ロ
ロ
叩
仏
日
印

(
U
同
百
円

E
H
E凶
目
白
血

B
C
E∞
仏
日
匂
戸

U
F
O
U各
三
(
日
戸
回
目
口
目
白

(
R
初
刊
〈
戸
日

開
口
O
ロ
。

5
2ロ
白
u

M
白
口
氏
由
同

H
S
Y
Z
H
)・

乙
の
法
則
の
論
祉
に
際
し
て
の
万
法
論
的
岡
山
比
に
つ
い
て
は
、
富
塚
氏
ニ
、
前
倒
揃
又
、
一

O
七

i
一一

O
廷
が
極
め
て
明
確
で
あ
る
。

高
木
幸
二
郎
「
恐
慌
諭
体
系
尿
説
」
一
九
五
六
年
六
月
、
第
二
街
斜
五
章
、
特
に
第
一
ニ
節
参
版
。

ギ
ル
マ
ン
は
、
ア
メ
ワ
カ
製
造
工
楽
の
中
丸
山
他
分
析
を
泌
し
て
、
こ
の
間
胞
に
磁
似
し
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
、
平
均
利
料

ω
法
則
が
い
か
な
る
形
で
独

、.、.

占
段
階
に
お
い
て
質
撤
す
る
か
と
い
っ
た
観
点
を
一
貫
せ
ず
、
問
削
胤
を
宙
す
ら
剰
余
似
似
の
災
現
に
解
消
し
て
し
ま
っ
た
o
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